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宮 曲奇リシネ雀r幸R

Annals of Miyazaki Linnean Society 

第八披 昭和九年三月

目奇 影 植 ヰ易

農三岩切芳郎

植物はよく観察すると、屡々その植物本来の常態と異った形態、或は

色翻.:e呈する事がある e 白井光太郎博士は 3 此の鐙態金大別して三つに

分けて居られる。第ーは崎形で、その費、駅を子孫に{専へないものぞ云ひ

第二は鑓異で、その農:性会子孫に遺惇さすもの令都し、第三は病態で、

植物の病気に依る病的箆:駅、而して白井博士に従ふと、時形の定義は、

崎形とは植物の全体若く は一局部に現れる形態上の鐙吠にして、不思則

なる成長 と護育に基 くも のであるが、之の鐙;伏は子孫に遺惇ーすることな

ぐ、且つ生理的障害少きものである。 倒へば器管の大小、長短、員数等

に相達金生がる揚合の知きが是れTごと云ぷ、事になって居る。

然るに三好理・撃博士は、この植物の鐙駅を植物の崎態と稿し、植物体

が異常の形態、色、性質等を現したもので、是れは全く病徴でなく、唯

異常の稜謹.:e鋸せるに過ぎ-9"と述べられて居る。従って三好博士の崎態

は白井博士の崎態と盤異令総括した桜なものであるが、私の弦に述べ、る

崎形植物は 、三好博士の崎態に相賞するものであって、白井博士の研謂

純然たる崎11)t:けでない事告務め申上けて置き度い。

植物のF奇形は 、一般に野生の植物に於いてよりも、栽培植物に数多 く

見受けられる鹿であるが、特に閤撃植物仁於いて著しい。之れは寧ろ好

んで崎形 金求めるが毘である。

崎形植物は普から多く知られて居り、且つ愛養されたのであるが、特

に或る時代等は非常tz珍重・ぜられ賞玩された。その結果として建に崎形

t[ 1 ) 
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植物の大流行となり、流行は更に新崎形~部k と産み出すと云った具合

で、一時崎形植物界は、非常なる大震展ぞ来したのである。その時代出

版された「草木奇品家雅見.! r草木錦葉集J~見ても、知何に蛍時国謹

上崎形植物、殊に斑楽が、多く作られ持離されたカ、が想像出来る。併し

流行には得てして擁衰が干fふもので、一度之の流行が衰へると 、性質の

~~~、 l崎JI~植物は先づ第一に亡びる運命に置かれる諦で、其の結果非常な

珍奇な崎態が、その愛養家と共に弐第に即日百から多く姿ぞ泊して仕事ijtっ

た司王i求、何んと云つでも惜しい極である。然し全く無くなって居るので

はない。

今日でも街色々の崎形植物が、闘塾的に愛玩培養されて居るが、殊に

斑葉はその主なるもので、蘭類の或る者の如きは質に驚くべき高値なも

のがあり、其他高年青、高雨‘生長関等でも種々雑多な斑葉崎形があり

こんなものも あるかと思ふ揚合も少くない。

一般に崎形植物と云ってもその壁、状には色々に盤:ったものがあって、

多〈の種類に匝別されて居るO 郎常化、枝霊、尾化、線化、霊化、葉化

雑形、斑入、貫生、極櫛、被革、蕊化、複葉、分裂、癒合、柱癌等;色々

あるが、以下-~此当事会問軍に説明し、説明の順序に従って、私の採集

調査した時形植物に就いて詳述する事にしゃう.

1.格化

これは崎形植物中で最も普通な鐙朕であって、また石化とも云って居

る。周知の知〈植物の生長貼は、ーク所であるのが、原則であるが、こ

の原則金破って生長蜘が多数に並んで生じ、し;かも不規則に連続して扇

卒となり、恰も砂駅の翻~呈する場合がある。之が帯化の現象で、平静化

と云ぷ、名も此鹿から名付けられたのであちう。

格化は一般に輩ゃ枝に多く量生する現象で、稀れに花にも現れる事が

ある。重ゃ枝に生じた手近い好例として知られて居るのが、樹木で、?

ツ、?キ、ミツマタ.ツルウメモドキ、?ユミ、ハゼ、ヌルデ、ヌル?

モドキ、クワ、サンショウ等、草木で、?ヅパラン、 tソ?メ、ホタル

プクロ、ヤマユリ、キジカタシ、メドハギ、マルパハギ、カワラヨモギ

ダイコン、タンポポ、ヤスイカッ・ラ、キツネノボタン、サハギ夕、アキ

ノノグシ、クサギ、ダイッ・、才ホマヅヨヒグサ等で、其外色k な植物に

現はれる様である。攻に花部の徽化の著名な例としては、彼の鶏頭の花

である。一般に鶏頭の卒い花は、それが恰も鶏頭の花の常態の知〈考へ

られて居るが、之は先の尖った鶏頭の花の帯化種であっτ、飴りにもそ

く~ )， 
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れが一般化された結果、却って上記の様な誤解~生十る様になったので

ある。叉鶏頭の外にナベナの花でも格化由主見れるが、君、は昨年茄子(J)花

で立tJ.aな幣化や見ひ出した。;Ji.に最も平静化の珍らしい例として、藍南で

調ベブこパインアップルの泉質の帯化があり、これに就いては後で詳し〈

述べる筈である。

一体帯化の笹生する原因は、二通りある桜である。一つは生長黙の展

肢に由るもので、アサガテのï，'li~化がそれであり、他は数多の枝σ)癒合に

由る揚合である c併しその何れであるかは容易には午IJじ難い。

2. 核宣言

此は文字の通り枝の垂れたもので、枝垂柳 、等誰もが知る鹿であ是 )~

其の他校垂模、枝垂梅.枝垂桃、枝w松等も見られ、其他珍らしいもの

としては、技量榎、枝霊栗で、特に枝悉栗は野生の航態に於いて生じた

もので、吉江君の話では長野膝下には多く野生して居るそうである。

3. 尾化

之は特に葉のみに表れる鐙欣である。業の先端部が叉1択又は数多の車!日

片に切れたもので、従って葉の巾は庚〈・なって居る。尾化は叉金魚の尾

鰭に似て居る閥係上金魚の名をつける様である。例へば植物研究雑誌に

久内情孝氏が椿の尾化令金魚椿として述べられて居る。其の他尾化葉は

ソラマメでも霊見され、栽培品にも往k現れることがあるが 、私tま双石

山で金魚羊歯を得た。

4. 線 fと

その名の通り葉の線1伏に設化し、丁度糸の如くなったもので、錦糸南

天はそれである。叉花鱗が線化して狭細となる事もあり、 セイカイツツ

ヂ等がそれに属する。

5. 嚢 1t

嚢化とは、葉面が凹入して袋の様になったもので、をの名会頂戴して

居る。三好博士によれば、ウツボク'サ、サヨセニア、ダー リング トニア

の瓶子葉、叉アナピカ ツヲの爽駅葉は代表的な特徴であって、純粋な袈

化と は云いがたいが、 へンヱウボクの匙形葉は一種の袈化と云iまれ1居

る。衣に霊化の額著な例は、クリシナボクが感けられて居る。之はボダ

イジュから:偶然に生じたもので、普通の霊化と異り葉の裏面が袋駅に盤

化した勤で珍らしい。次に之のク ワシナボクに匹敵す7る好例として、我

校に量生した霊化公孫樹がある。此に就いては雑誌「植物及動物」でさr-

揮先生が詳細に畳表されて居られる。

C、3'、).
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6. ~緊11::

薬及専の全部叉は一部が葉状に経ったもので.花搬の葉化は複締の樫

梅等で見られ、 1~~:の楽器は私の調査の結果でiま、桃、五百子でも鷺見され

ずこ。

7. 雑形

葉や果賓の形が諦司々に盛ることで、三好博士は、誕の揚合では鐙:葉梧

桐が最も著名で、 JTl:質はジヤパで司 ココ ヤシで見出されたそうである。

11. ~笈入

葉又は稀れに幹に斑の入ったもので、その斑の形に大小あり 、叉斑貼

があるかと思ふと線、縞があり.、一方色彩に於いても白斑の外に、黄、

赤、紫、藍、盤斑等がある。

特に斑葉iま綿ての植物に現れ、我が校庭にも宮津先生σJ手により数多

の種類が栽摘されて居り、崎J~の内でもその数に於いて王座をしめて居

るa 叉斑葉T生9-.る原因に就いては、山田宣太郎博士が鳥取農事曾報で

詳細に述べられて居る。

9. 賃金

花の中に更に花を生十るものを云ふので、従来菊の1芝生、雛菊の貰生

等は有名である。布、も今度模範的な金謹花の貫生を得た。叉松虫草の貫

生も幸ひ集める事が出来た。貰生の事はー名複花とも呼んで居る。

10. 複鍵

之は闘塞植物では通俗な崎形で、花婚の数が増加したものである c却

も普通に云ふ八重、二重の花で、警へば八重石南、八重倒l蹴、八重盟、

八重梅等、叉三重:精梗等閑塞品では枚泉に謹がない。此の祖麟の費生の

原因は.軍に雛'の数の増加のみでなく、草や雄雌蕊の花t1&fに鐙-じてその

故金増されたものである。

ー;方私は野生のキンポーグで、色々な接手tT見たo

11. 資事F

3~が定数よりも増加したもので、たまには郷:の牢ば草駅に化したもの

もある。叉別A'に複草T生す3る事もある。

12. 蕊化

或る意味では複蹄の逆で、花蹴-等が雄EEに化する金云ふ。従って其の

車交T増すものすごが、その著例としては金蕊闘l躍j等;が上f-;.'られて居る。

13. 箆糞

葉 、特に子葉に現れるもので、 葉の定政より多 くなったもの令云ふ。

く晶〉



担、は朝顔、糸瓜当事で此会自壊した。

14. 分裂

60'1 

常態のー来賓及一花瞬、)花托等が 、二つ叉はそれ以上に分かれるも

のを云ふので、柳子柑、妙述、叉柿の果貰ゃ朝顔の花で見受ける。

15. 癒合

分裂の逆に果宜叉は花の互に癒着したものである。郎両!t.蹄花の艶が癒

合して軍事時花となり.叉二つの花部が合着して一体となる等である。そ

の今日知られて居る著例は、ヂキタリス、タンポボ・の癒合花、及び赤松

の賢の合着等知られて居る。私はバナナの癒合を見付けたがこれは後の

各論で説明する。

16. 程癒

之は稀れな盤状で、翠や根に癌献のものの童生ずるものである。此の中

には寄生物による病的笹生が多いが稀れに先天的のものがある公孫樹の

斡から生i>る乳房の知きはその好例であるが私は不幸に して未児である

以上で崎形植物の種類の大体令述べ・7こが、J¥に私の採集調査したもの

に就いて、上記の分類に従li]順次に述べる事にする。

格化の都

1.パ4シアップ)1-の果賓の静化

バインアヅフ.ルの滑化は、多くの場合果賓の上部の芽に現れる様であ

るが、此鹿に御紹介する帯化種は、バインアヅフ)レの賓の呉の帯化でーあ

って、他にその例を見ない珍品である。之の珍麗は昨年の春台漕令訪れ

た際台南で初めて見たもので、パインアップルとしては極めて珍らしい

現象ずごそうである。口繕寓』立で見られる犠に毅個の果賓が連部融合して

扇駅舎呈し、芽も亦津山分岐して居るo

平静化;a述べるに首り、先づ弟;--1こ記載しなければならぬ代表的な質例

である。

2. -1立の薬害ft

之の質例は、宮崎女子師範Ji%校前の某氏の邸前に植へられて居る一位

の樹の若まに表れて居るも ので、一昨年来面白い現象であると注意して

居る研である。

3. 籾の枝の帯化

本校の水田に行〈建中に有る柳に費生した珍現象で、植物に興味令持

つものは、必宇一度は立ち止って眺めて行く位異影を放って居Tこ。私は

( 5 ) 
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入著書官初から興味を感じて居たが、昨年の初め何人の心、なき技か、無惨

にも切 り倒 されて跡形もなくなって仕舞った。失望落日告したのは私ばか

りではあるまし、。然るに幸ひな る哉、切り残された其の切り株から芽立

った若木の新技に、再び以然と同じ椴化が士見{まれた。老lUまれたる標本よ

私は直ちに其の一枝~原戴 して標本令作った。それは忘れもせぬ昭和八

年六月の二十九日てーあった。

4. 蕃都の花の格化

昨春私共が引き受けたク 矛スの櫓歯i也は、 崎形接的見地から して.誠

に田奇形植物の賀!ilfであると云っても過言でないほきの大した獲物であっ

た。色kのF奇形が限りな く現れたが、其内に此の審茄iの花の帯化があっ

た。"rTriもそれが、その畑に植へられた殆ん台全部のトマト苗の最初に咲

く第一花に現れためf:。花の一つ一つにより帯化の程度に差こそあれ、

殆んで吹IH全部の花が椴イじすると は、全く天下稀れに見る蕃茄田奇形の群落

である。流石に捨任の清山先生も矯嘆自ら失するの有様であった。

本崎形をその形態につき詳細に調べる と、既に一部のものは輩が帯化

して居る。倫一層珍ら しい事は 、花の帯化の第一花Tごけに生歩る事で、

殆んで総て第二花以後は卒常の花であった。叉格化部からは卒常花の第

二花が、毅個量生して居Tこ。果して)1守来之の物が、結果するか否かに就

いて注意 したが、 大部分は成熟して、 24P化の果質が得られた。寝具こは

昭和l八年五月に撮彰したものである。

5. 溺予の花の街化

之も前と閉じく婚蛍地の茄子川に偶然に愛生したもので、質に模範的

な茄子の花の帯化である。朗ち花梗も草筒も常化してJ貰い扇卒となり、

1;J-片及花蹄は格化したため、数は非常に増加して三十位も数へられる。

又子房も伴って卒くなって居Tこ。・昭和八年六月五日採集。

6. 五百子の賓の格化

これは前記5の様な花の格化極が生長して出来上ったものであらう。

茄子の呆賓の帯化である。口繍窮民十ーは昭和八年六月二十四日に撮彰

したも のである。

7. 沼 化翻磁

石化朝顔とは、朝顔の翠の引~1七したもので、 輩は慌に肢 くなって}i!iる

が、葉仁 lま何等呉服はなく、定研から常~b~琵生 して居る。石化と は帯

化の別名で 、国主5上良く用ひる言葉7ご。童は以 lての様に機化した矯め朝

顔本来の纏続性~失ひ、物にをき若いて登る事が出来ないが 、 輩が丈夫

( 6 ) 
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となって居るために差支へはない 0・本種は宮揮先生の戴品で、昭和八年

の夏、宜験されて居るの令調べさして頂いた。

8.鶏顕の花

説明省略す。

校撃の蔀

1.枝霊穆 2.枝霊梅 3.校霊籾

何れも本校にあり説明を略す。

4. 枝丞桑

本校の桑閣にも栽植されて居るが、私は本校のぞ見る以前に、親戚の

庭園でも見た事がある。1211ち立って生長すべき桑が、枝垂になったもの

で奇翻を呈して居る。

5.枝 重量桃

古城村の百姓家の庭先に植へてあるの金見fこ。

尾化 0) 蔀

1. 朝顔の子棄の珍懇

昭和八年の春裁培のため播種した朝顔から表れた現象で、子ugの尾化

である。御承知の通り普通の朝顔の一枚の子葉と云へi耳、先きが二つに

分かれて居るのが嘗然Tごが、この崎形の形態はそれが一つ増して三分岐

したもので、ロ緯寓異の三の右苗の如き形y状である。

2. 療費の子棄の尾1t

前の朝産買の揚合と全く同じ尾イじであ

るが、事務所の前の苗床の蕪青の子葉

に現れた。之も前者と同様一方の子葉

のみが尾化して居る。これは昭和八年

九月二十五日調査した。

3. 朝関子葉雨尾イヒ

1.の揚合の念の入ったもので、二枚

の子葉が共に尾化して先が三つに分か

れたものである。これは昨春、卒業論

文に用ひた材料・の朝顔の内からの偶然

の獲物であるの

4. 尾 1t織

私の培養して居る垂枝栴の或る枝に

( 7 ) 
(第ー闘)
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昨春量生 した尾化葉で、 その形態は恰も分裂に屈する様な形を呈 して居

る。第一固で御分りの様に、一葉の先が分かれて文献となって居るが、

1!1fかる尾化芸~tJ~二=JW. t:" け護見された。これは昭和 l八年五月二十八日 に調

査 したものである。

5. 榊の双 葉

之は或は癒合の方に廻すベーきものかも知れないが、私はそれが葉に現

れたので尾化として述べる事にする。本種は昭和八年六月十九日、例の

湿りパスに乗るべく耐l宮前の困森の前で待って居た時、不困側の榊で見

出したものである。何気なく眺める と榊の双葉't::。直ちに先づ宮を奔し

τ奔借した。一寸珍らしい尾化榊である。

6. 無音尾fと議

苗床で培養中の蕪青木葉の尾化である。之の苗は本葉図、五枚出て居

たが、その内一枚先端部が叉駅に分離し、尾化葉となったものである。

本品は昭和l八年十月十五日に調査した。

7. 賞金粟の双薬

松原先生の貰験用質生栗の一葉に表れた日奇態で、栗としては珍らしい

現象であらう。卸ち双葉と聴すべき形状や備え、一葉の途中から主脈が

分かれて、それから以後は立波な二葉となって居る。口縮寓其四は昭和

八年五月三十一日に撮悲した ものである

線 1t の部

1. 胡瓜の棄の巻豊富廻り

之は拾首地の朗瓜~I日で見付けた朗瓜の~の巻髪に現れた面白い田奇形で

ある。この崎形の容髪-a良〈見ると、普通のものと異って基部に節があ

り、確に葉の愛形であると云ふ事ぞ龍明 して居る。しか も之の巻髪だけ

が一本震生部から笹生して居て、外は何一つしも着いてない鹿が更に面

白い。昭和八年五月二十九日に他の崎形と 一緒にロ繕寓英五に撮彰した

から御見願ひ度い。向って左端がそれである。

謹 1t の事E

1.袋公務樹

，'N;揚事務所の西側の公孫樹に表れた珍葉で、之に就いては宮津先生が

昭和八年七月例曾博物製舎で詳しく諮られ、叉「植物及動物」の第一巻

第十一故にも細かに越べ‘られて居る。私は昭和八年六月に採集したが、

公孫樹の葉の蜜化して袋駅と化したもので、その形ltR及び程度に様々あ

C 8 ) 
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築 11:;の部

1.桃の苦言の葉11::

桃として無二の珍崎形であらう。

之は親戚の内の桃の一花に生じた興

味深い現象で、五つの苓片が悉d皆

完全に葉に成りきって仕舞って居る

本品は昭和l八年四月下旬採集したも

のである。(第二国曇照j

2.雌m南瓜の著書の獲11::

強蛍i也で見付けた代物で、 2容が退

化して葉と盛ったものすご。特にその

一枚は尾化して先が叉7状となって居

る。しか も更に奇妙な事は、専も花

鱗も六枚ある事で 、正態より ー牧ナご

け培数して居る。昭和八年五月十七

日採集。 c第三国書照)

3.書官子の一挙片の護11::

本種は農場捨首地茄子畑で出現した崎

態だが、之の外本畑には様々な崎形が見

受けられ、質に崎%植物の群落であると

も云はれる。此底に登生した崎形に就い

ては順守菟ふて説明しよう。庭で本種は

只ー:草片がそれはそれは完全な普通葉lこ

盤したもので、これは昭和八年五月十九

日に調査した。

4mi予の級琴の棄化

前者の少しく準展したもので、童文lij:が

葉と鐙り、一部の王手は依然と Lてその原

形を保有して、苓の%守備えて居る。前

者と共に同日採集した。

5.翁予の金著書棄化

之の物は白IJ者の今一層進ん7ごもので、

( !l ) 
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全部の専が一つ残ら，~.葉に盛，'<)たものt:~ 良くも新く迄で登ったものと

驚く位に立祇に葉化して居る。昭和i八年五月二十九日に撮慈した口鰭寓

英五の右下のも のが本種である。

6. 琴の葉11::とー棄の花に着合

Z喜:は roíî も述べ、7こJ様に~化して居るが、更に花に最も近い常一葉が 、 葉

柄の部と草筒の部分で密着 したもので、一風盛った形駅舎呈して居る。

葉化の更に崎形したものとして面白b、。口縮篤英五の南瓜と南瓜の聞に

ある茄子の蕃が之であ る。

7. ト守ト雌蕊〈子麗〉の葉11::琴11::

未曾有の崎態であると榔しても過言であるまい。上越した平静化花の雌

蕊が更に其の跡形 もないまで葉や或は苓に愛化してt!:舞ったものすご。@Il

その花や見ると、内部から葉あり、草あり、雄蕊あり 、花車時あ り、 13:あ

りで、昭和八年五月十九日採集 したも のである。

8. 績予の金琴が-:i;に化す

本種は茄子の五枚の苓古~ ，共に綜合 して一枚の民、、完全な~~形成し

たものである。昭和八年五月二十九日採集し 、寓具に撤したが、部iに掲

抄た口締駕!1J，.五の右から下の二番目の花が本品である。更に昭和八年六

月十九日に撮彰した口総寓良.八の右の上の果宜も本麗である。

雑形の部

J.南瓜のキメラー

我々の南瓜檎蛍地に出現した怪物で、質習中震見した。早速農揚より

買牧してカメヨーにおさめる。本障は所調カメラ ーと稽へられる形態を

存じて居て、 果賓の字分iま菊座南瓜、跡の4三分は縮緬南瓜である。夫れ

も明にその特徴会学分づ語 表 して居るので、その境界が判然として居り

賓に面白い形や呈して居る。之~切断して内部を検した底力Z 、内部には

何等異状はなかった。昭和八年五月二十九日撮慈した口締窓英五の向っ

て右の南瓜が本品である。

2. 南瓜臭事まの肌婆り

本品lま果皮の一部の肌が盤色し、し;かもその部に童の延長とも思はれ

る縦線が下に向って走 り、臓部で葉会着けて居たらしく、その枯葉が雄

って居る。しかも肌は畿色のみでなく、がさ'がざして居7こ。昭和八年六

月十七日に撮彰じた口繍寝具六の本品右端の南瓜が本品である。

3. 南瓜長形果

断j 者二躍と同じ~Illに生じた雑形で、形が非常に長くなったもの花、他

く10) 
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の普通のものと特に目立って異り、外見上も叉種々な品!iで愛って居る。

(口緒寝具六の中央の果質)

4. 審筑の葉柄から霊童育桟窓生

宜に奇妙な事もあるもので、 業の葉柄の鹿から芽令量生 して居る。こ

れも捨蛍地に笹生し、昭和八年六月五日調査した。

5. トマトの珍再生

之は農揚の審茄に見出したものであるが遠藤先生も同犠な現象会自宅

の審茄で観察されて居る。印蕃茄の苗が二尺位になると花令無数に着け

その生長部は従って失はれて仕舞ふ。それではその苗の薄命もそれまで

かと思って居ると、仲A何して、一花粗から勢力のある輩を出し、再び

生長貼・.:a作る。若し此の際放任して置けばそれまで7こが、之.:a支位にゆ

わへ立ててやると、恰も主玄の知き勢で，，1¥1び、依然として生長するので

ある。然し何んと云つでも花梗から生じた翠7ごから、その部分が貧弱t!.

昭和八年六月十日撮彰した口論寓!!t七ぞ御妻照不きれば良〈分る。向っ

て布が崎形で、左は常態7ごから比較して見て戴き度い。

6. 茄子寒演の小突起物窓生

捨嘗地の茄子で霊見された崎形で、成り口から溝金生じ、それが質の

途中の鹿で飛び出して小突起物となって居る。叉果質そのものも U字形

に曲り面白い。昭和八年六月十九日に撮彰した口縮潟呉入の中間にある

茄子がそれである。

7. r.i子の蜜放

之も前者間犠果1!tの一部が膨れ出た もので 、寓良八の右端は之れであ

るが、第真では前方の光って居る部.分がそれである。叉本種は特に光端

の皮部が褐色に襲って居る。

8. 都子翠尖端花塑り

重の頂部の生長部が一つの花に襲ったもので、非常に面白い。従って

その蓋は生長知を失ったため、生育会停止した形で頗る奇妙である。

斑 λ の部

i 援の斑藁

水田の茶探質習中現れt!lしたもので、業の立振な白斑であったι 捨て

てはな らお枯しではならぬと事務所の手洗に漬けて置いたのに、腕白小

備のため盗まれて仕舞った。置に惜い事記。

2. 大根の白綴

大・狼能活地に、それはそれは買に見事な白斑が一株現れた。業は目も

( 11 ) 
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醒める様な濃織と白との斑で、その劃照が極めて良い。而も或る一葉に

至つては、全~美麗な白ã主で、少し黄I球金者宇びて居る感がj)った。

3. 自主経由~

之も亦見事な白菜の白斑で、捨醤地の数多い株中、只一株に生じた。

私は以前黄斑はしばしば見たが、新く純白な斑は曾って見た事がない。

質に奇麗な斑葉7ご。

4. 南瓜の果賓の斑入

本品は果宜に斑のλったもので、花硬から果皮に向ひ黄 、白、淡結等

の斑が、縦に下の方へ縞の織に走って居る。昨年農揚生産物のー果で、

昭和八年五月二十九日カメヨーにおさめた。口緯寓英五の左の南瓜は本

種で、多少は斑が覗はれる。

其他斑入は色A あるが省略し、只自然に笹生した斑入に就いてのみ 、

以上三、四記して止めて置く。

貫生の喜E

1. 金蓬花のー部賃金

野中君の寄贈による栽培品に現れた金義花の複花ナご。 1311-つの花の花

托部から三本の花梗や出して、その内一本が開花し、二本は稽であった

これは昭和八年五月二十三日に採集した。

2. 金謹花の珍賃金

d同じく野中君宅に量生した珍奇な貰生で、前者の今一暦猛烈に貰生化

したものだ。ロ緯寓英九てd御斑の遁り、花に更に第二の無数の花梗を生

じ、種子は出来歩、子房は悉く花に襲って居る。更に妙な事i立、そのを芝

生した花梗が帯化して居たり、或は分裂又は癒合して居る司王で、崎形の

崎、世に叉となからう珍の珍であらう。

3. 勉強i濯の賞金

校庭に植へられた姉替磁の花の子房が、その役ぞ捨て習と箆り、更に

花ぞ開くと云った具合の代物で一寸面白い。花に花がl央くとは之の司王7ご
らう.昭和八年五月二十五日採集。

4. 松虫Mの賃金

吉江君の寄贈で、松虫草の立採な貰生Tご。何んでも三、四の花梗を出

し、夫れも花を付けて居る。

5 水仙のZ芝生

私の栽培品中に表れた二重水仙の貰生花。 @ll二、 三本の花担や生じ‘

( 12 ) 
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一花購必着けて居る。

6. 菊の枝誇り

世にも稀れな菊の新田奇形だ。恰 も貫生の如〈、三好博士の記載では、

花的』夜間貰生に入るかも知れないが、宮津先生の御高説では、枝の詰つ

fこものではないかと申されたのでそうして置く。昭和八年十一月十日野

中君より寄贈して頂いたものである。(口鰭窮!it十妻照)

趨努障の部

1. 鵡瓜の花の八努事

胡瓜の花搬の獣は五タあるべきTごが 、之が八ク まで増したものである

其他六瞬 、七艇のものも見受けた。本種は昭和八年五月二十九日撮怒し

た寓英五の右側にある花である。

2. キシポウゲの複縫

之には色hの盟、異があり 、常態の五癖のが、双石で調べたのは六野.

入、十、十二鱒があり、青井岳では、九、十五等会見受け、殆んを-八重

になって居た。

3. キツ手 Jポタ シの謹聖母

キンポウグと閉じ現象令 、キツネノボタンで も各地で見受けずこ0

4. 菰子のき主の花努事11:;

茄子の草の葉化は 、葉化の初めで述べた様に質に多かったが、本種は

更に準んで苓が花鱒まで一躍進 したもので、妙な花が出来上って居る。

之を細に観察すると 、確置な];~が三片 、~の二事片がー側が各k詑搬に

盛って居り、叉立涯に葉に成ったも のが-liJ片、更に完全に花鱗化した

ものが一事片ある c それに更に今度は-1~:片で、 耳、葉、花蹄と順衣に

盤化して居るのが-1~:片あり、 質に面白い代物f。

5. サ 7'シモドキの直線

校庭に植へられたサフヨンモドキの多t齢化で、普3m六鱒六蕊であるべ

きものが七勝七蕊、八購入蕊の二時形を見受けた。

其の他複購には、水仙、茄子、南瓜、蒋茄、等質に数多く調査したが

同じ様な事すとか ら省略する。

複書きの喜B

l 朝績予畿の珍態

定政の二枚であるべき朝顔の子葉が、三枚となったもので、郎一枚t::.
け増したものである。之は栽培品及卒業論文に用ひた資料中にも蛍見さ

( 15 ) 
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れた。認良.三の左のカ-は本経である。

2.糸瓜の子葉三枚

前と全く同現象で、糸瓜の子葉が三枚

に増加したものである。此は野中君の贈

呈によるもので、氏の話ではこの性質は

泣惇する想である。〈第阿剛)

3.祭奮の四子婆

蕪青にも三子葉は多く琵見したが、之

は子葉が四枚になったもので、二本分伝

一人で備えて居ると云った具合、昭和l八

年十月五日苗床で採集。

分裂の部

1.松の穿立ちの分裂

tl!にも珍らしい松の崎形で、之は青井

岳採集の際に得た代物である。その形態

は、松の一つの芽立が途中から分離して

〈第四阿〉

二本となり、 叉或の芽の如きは五本にまで分裂して居た質に面白い珍品

と忠、ふ，現在は踏葉として保在してある。

2.甘藷の双生

甘藷の芋の分裂で、一芋が恰も二つの])~:.:a縦に

結び着けた様になったものすご。一寸面白い形態克

之は住吉牧揚で甘藷芋の選別の時輩見したもので

ある。(第五岡曇照)

3.甘蕗の瓢箪形

之は閉じく牧場で見出したもので、印字が丁度

瓢箪の形になったものである。之の起った原因に

つき内部脅調べたが、分裂か癒合か判断し難い。

要するに見事な瓢箪形で面白い。(第六回曇照〉

4.茄子の分裂

捨蛍地の博多長五il干に表れた泉質の分裂で、果

質が途中から 二股となり、二つの果賓となって居

る。而して一方は小さく、他は之に比して大きく

約五倍も ある。昭和八年七月四日採集。(第七

聞書照)

( 14(. )。

〈第五回〉
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ハ
第
七
悶
〉

〈第六悶〉

5. 翁予の双生

本麗はfJIj者と異って居て、分裂としては一暦珍らしくはないかと忠ふ

郎花梗は何等聾化なく、草の部で初めて二果に分裂したもので、完全な

二つの果宜となって着いて居る。昭和八年六月二十四日採集。 (口総寓

異十一書照〕

部

l 茄子の花の融合

推賞地の茄子に表れた崎形の一種で、五百子の花としては珍らしし、。郎

ち二つの花の融合で、一花桓に二つの花が融合して着いて居る。而して

その一方は既に開花し、~癖iま褐色に盤化して居 るが、 他方は来't::菅で・

今からが華't:。叉翠は多少認、れ気味で、長!日かに見ると帯化して居る。ス

タッチ。膳葉。

2. 務予の珍花

荷ij者と類似品であるが、特に本品を求めたのは前者より形駅の明白で

あること、倫亦苓片が一部は葉に、一部は花搬に盛り、同奇形墜上見るべ:

き値位が大であったからである。

3. 墾苔の花梗の位置鐙絞

日野先生の所有で、 養成所感生の採集品と聞く、之は爽が花梗の底で

の合癒

ぐ1&，)ノ
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二本が癒合したものである。其他癒合とまでは行カ、ないが、相官接近し

て居るのも見受けられ、普通のものと爽の配置が一風盛って居て面白い

(寓良十二妻照〉

4.パナナの癒合

之は母;a.仲ひ組閣日向博賢官見物に出掛けた時、台濁館で見付けた代

物で、直ちに求めて断りカメヨーにおさめた。郎ち鳥.呉.十三で御判りの

犠に二果の癒合であるが、庇をむくと中から立振な二つの果賓が出て来

二人前完全にあった。こうな ると車に果皮のみの癒合とし か思 へな

b 、。

5. 南瓜の完全主主双生

清山先生より頂戴した珍奇な来賓ナご。見方によっては南瓜の格化とも

思はれるが、二果の癒合とした方が至嘗かとも考へる。初見とは云へそ

の形態には流石に駕b、た。昭和八年六月十九日撮彰、(寓良.六の左端)

6. 茄子の珍双生

茄子畑の佐土原長茄子で盤見 した崎形で、ニ果が募部及び花梗部で明

かに融合して居る。但し果賢部は少しも融合して居ら歩、立imな二果7ご

そして一方・は大きく、他方は小さし、。昭和八年六月十九日採集。 (寓兵

八の左上のもの〉

7. 胡瓜の不完全双生

胡瓜の果置の盤強で、 若い時分は二つの雌砲の副!合であったが 、その

内一方は生長したるにも拘ら歩 、他方-は一向に生長の模様なく ‘従って

双生には建ひないが果質は屈曲して、その部に小さい貰令付けて居る。

全く子守親がかばった形で、昭和八年五月十九日採集したもので仁I~~・駕

其八の胡瓜が之れである。

8. 胡瓜の癒合

教員養成所の胡瓜畑に表れた珍形で、前者の様に不完全なものでなく

完全な見事な双生花。卸二果が立振な癒合 して居る。寓51六の上部のi開

瓜は本品で昭和八年六月十九日撮彰したものである。

9. 甘蕗の癒合

住吉牧揚産で、分裂の部の甘藷の双生と同じ形ナごが、之は癒合を して

取り扱った方が趨醤の嫌に思はれる形である。

10. 西瓜種予の癒合

之は北海遁探勝旗行の際新潟で食った西瓜の種子で見た双生で、二粒

が縦に合着したもの7ご。内検して見ると種子は二つあり、一膜で填ひき

( 16 ) 
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れて居fこ。

珍形 の部

育íI記の四奇形の分類で以上述べた外 Iこ、其の執れにも厨 Ullf:~、ものがあ

るc之等を本部に纏めて述べる事にする。

1.南瓜の雌花の珍形

南瓜畑で質に稀れな珍重な崎

形の資料が得られた。 その本休

止云ふと.花癖の約~が葉に箆:

り、苓iま悉くi#i失して居て、し

かも子房の一部は嫡朕に縦に隆

起し、亦他の一部は葉柄と融合

して先きは立抵な葉を排へて居

る。この葉は子房の基部から量

生し、其鹿には叉更に小さし、第

二の雌花~若け て居る。更に一

層妙なのは、花梗に一雄花や持

って居ることで、古今稀れな雌:

花のー植物体化である。若しこ

の花梗部に棋が出来たならばお

そらくー植物体と言ってもよか

らう。そうなると花梗及び子房

〈第八回〉

/ 
ー

の一部は翠の役目やし、花瞬も4三分は葉の役割lご蛍り、貨に奇妙な植物

体が成り立つ課になる。(第八圃毒照)

2. 胡瓜の賓の中程から護金

坦嘗地胡瓜畑に出来た代物で、興味ある崎形750本品は胡瓜の果茸の

中程から突然に葉-a生したもので、而して其の費生部まで、花桓から縦

筋が走り、知何にもくせ物らしい構をして居る υ 多分車{ro管束の盤駅であ

らうと居J、がはっきりしない。 (寓其十四 昭和八年五月二十二日撮彰〉

3. 胡瓜の下部より誕生

之は花緩から苓の鹿まで一線が遇って居り、果賓の光端で葉が生じて

居るの素人目では専の葉化とも思はれるが、而し縦筋が問者同様問題で

ある。倫苓の葉化ではないことは、草や花部の既に枯死して跡形もない

事でも明1:'0(窮ht十五 昭和八年五月二十四日織影)

仁 17) 
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4. 草月額の子~の珍態

大愉咲の朝顔に表れたもので .稀れな

る葉の盤化物である。子葉の形それ自身

が既に鐙って居り、恰も本葉の犠になっ

て居る。更に子jgは四枚となり、その内

二枚が定研にあり 、他の二枚は針生して

其の上部にある。而してその国に芽会有

する。衣に幼童も帯化して居り 質に而白

い朝顔の崎形である。 (第九園妻照)

5. 南瓜の泉質の珍形

之は 1の揚合と良〈似て居るが、 1よ

りも崎形の盤化の程度で劣る。郎ち"f1t-b;

果買の一部まで密着して延ん't:もので、

「潟異十六)で見る如何肢を備えて居る。

Ctl';九悶〕

之は昭和八年六月十五日日高君の寄贈によるものである。

6. 綿子の千成り

昭和八年六月十八日採集 した茄子の四つ成りで、一花梗から更に四つ

の花視や出し.それに夫々四つの質が着いて居る。而正それが順弐に生

長 しτ居るので大小取り混ぜてゐる。(口檎諸民十七妻照)
、、

7. 菊の努り花

口檎寓員十八で見られる遁り菊には良t見られる現象7こが、特に之の

場合は明瞭で、而も中心から 出た花搬は 、一花鱒の先が多数に分岐し、

普通の花蹄と異って異彩を放って居る，之は三城商庄の食堂に車部ら，れた

もので十一月拝借Lて癒した ものである。

C 18 ) 
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リウキウマメガキ日向に産す

宮 j墨文 車
ロ

昭和 8 年 7 月 9 日 林，~科一皐年生古江南間君と二人で田野村の東方山

中に分け入た際 、丸目山の南方に Jill!;・り清武村丸目へ出て来る小川の傍り

で未Tご嘗-rn艮に燭れなかったカキ争認めた、それは川の而から S米程上

った位置に在って高さは 8-9米幹の周悶は 1.5米位はあったと記憶する

一見 して葉が普通の柿とは齢程様子が異り果質は此時揮山に見えたが小

形でカキでもなくマメガキで もないことむけは判断し得られた。

そこで蹄てから書物を調べて見ると (第一〉

ごうやら中井博士が1921年に植物暖雑

誌35巻136-137頁に稜表されたリウキ

ウマメガキの記載に良〈合ふ 、併し此

記載には果置は品ii頭すると在るけれを ，

採集した標本でー見るとl!1s頭 しそうにも

見えないので疑問として置いた。

其後諸所へ採集に 出掛けた際に此カ

キに就いてi主意会飾ふて居Tこめである

が存外諸方面に分布して居ることが解

った、 7月初日に青島村内海の奥へ行

た時に漠流に活ふた所で未亡結果年齢

に謹しない若い樹の 2本を認めた、又

7月22日に西臼杵郡諸壕村字壕原と七

ツ山との聞で小渓流に沿ふた揚所で二個所に大きな結果して居る樹-a，認

めた、更に 8月27日に行膝へ行た時にも何本かがあること告知った、そ

の一樹は林中に在 り随分高くなって居り然カ、も何れも永流に近い所に在

た。衣には 9月23日に東臼杵郡北方村比般の山に在る一軒の御茶屋の下

方林中で結果して居るのを認めて之会採集するこ とが出来たから、そ こ

で果賓の駅態そ見ると著しい駒頑とは謂ひ得られないが横向きになって

居るものもあり文艶頭して居るものもあり 、要するに 7月に見た時の様

に直上する ものではないことすごけは明かとなった。従て前の疑問は必要

のないことにな り之は りウキウ マメガキと同一物であると鑑定せさ'る令

得な〈なったのである。

く19) 
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其後北諸螺郡高崎村長尾IlJ、同

郡西岳村の小池附~lîでも数木の結

果して居るのを認めた。以上は従

来に採集した事情であるが注意さ

るべき貼は Pウキウマメガキは寧

ろ71<I;累々好む樹であると調ふぺ舎

で、是迄に観察 した揚所lま必9-.乾

燥地ではないといふことである。

~にリウキウマメガキに就いて

め研究経過を述べ更に記載文に表

tまれて居ない蜘lこ就いて、筆者の

見る所を記したいo ~襲名会定めた

のは前記の如く中井博士で、之を

Diospyros Kuroiwai Nakai とし

〈第二回〉

た、其記載女はさ民の通りである、 「葉形はシナノガキに似て居るが併し

葉裏は籾白、絹は花締と共に短毛を有す、果置は熟して食用となら歩。

全体に平滑、 葉は一年生.葉柄は長さ 1.0--2.5糎、葉身は卵形にして凸

頭、上面は締色下面は粉白、側肱は各側5-8、全織なるも波駅を錦す、

雄花は短き花梗に頂生し1-3個にして馳顕す、小梗は長さ 1粍にして褐

色短毛会有す、 草tま西裂し各片は三角形舎な し長さ 2.0-2.5糎、外面細

毛~帯ぷ、花冠iま長 ~7-8粍にして鏡J~~錯し卒滑、裂片は腐くして鏡

頭、雄薬iま四列に着生し16個、内部のもの小形、時として蓮結す、花続

は短毛令有す、雌花は未詳、果梗は長さ 2粍にして太し、 12:片は反轄す

果質は球形にして白粉.a帯び僅2幌、頂端は尖り卒滑。以上は沖縄島及

久米島の標本に依た記載である。

ヨえに筆者の見る所令少し附け加へゃうと思ふが花に就いては遺憾なが

ら末?と観察することが出来なカ、った、最初に得た 7月の標本では幼果が

皆葉柄に沿ふて斜上向して居て駒顕して居なかったが併し前述の様に果

質が生長するに従て貼頭の傾向や現はして来る、果置は白粉や帯びるけ

れをも其量は多くはなく熟期に近くと黄色を呈し光揮があ ろ、八室を有

し種子は果置の個体に依て其蚊が一定ではない、 熟果のI朱会試みるに最

初は稿甘味や感十るが後詰味.r箆・え永く残る 。 :F;Jーの内面には褐色短毛~

密生 し熟する迄失はれない、 総議は能く反巻する。種子は長さ 1.3糎位

で果質内に於て外部に面した側は半弓形4陸軍事し内部に面した側は矯合直

( 20 ) 



結!をf悲し扇卒で厚l朱は

よかい‘色は濃褐色を高'JI

び光揮がある。諸壕村

ではトネリ又はトネカ・0

キと呼ぶ、材には黒味

'i'帯びる部分卸ち黒柿

があると聞いたが普通

の柿の材程には宜しく

ないらしい。

中井博士が;最初に命

名lましたが此カキに就

いては松村任三博士が

o23 

〈第三悶〉

。

先づ以て主宰かれて居る、却も中井博士が引用されて居る様に植物接雑誌

14在101-102頁に D.Lotus Linn.の名で記載された、併し中井博士は

松村博士の使用 された標本と他の一つの標本とに依て之は D.Lotus J: 

は異種のものであると 決定5れるに至ったのて'ある。

以上の記述に依てリウキウマメガキの如何なるものであるかが大体窺

ひ得られゃうと思ふが街シナノガキとの異同に就いて一言を要する、中

井博士の記載で此異聞が明かであるが、更に附加すべ・きことは果質が熟

した揚合にシナノガキは黒色を帯びーるのにリウキウ?メガキは黄色であ

ること、古い枝の皮脂はシナノガキでは荒く稿黒味令帯びて居るが、リ

ウキウマメガキでは殆εi甘かで自明e'i'帯びて居ることである、併し極古

い樹では主幹の膚は裂目が出来て黒味を帯びる様になる。術文根本氏の

日本植物総覧にはシナノガキの産地として本州南部、四国 .九州、琉球

'i' ~暴けられて居るが日向では未ナご宰て之に該嘗するものぞ見出し;得ない

九州の他の地方に在るかも知れぬが解らぬ、・彦山には来賓の小さい柿が

あると聞いて居るからそれがシナノガキであるのカ、とも考へられるが質

物金見なければ何とも謂はれぬ.或は想像伝渥ふするならば松村博士が

?メヵ・キとリウキウ?メガキとの異同や耕別されなかったと同様に多少

混凱して居るのではなカ、らうか。

シナノガキは牧野博士が D.Lotus Linn. var. glabra Makino と命

ぜられて植物事雑誌26巻 396頁に記されτ居る、併し、 其記載支は躍に

「諜が卒滑」と あるのみで詳細は解らぬ、卒浩正いふのは?メガキの有毛

( 21 ) 
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であるのに劃して述べられたのである、序ながら之たけのこと是認して

置く。

此記事・1.-終てから12月17日に清武村の安井息軒先生の記念碑の在る所

令訪れたらは、其直く東方に非常に大きなリウキウマメガキの在るのを

見出 uこ、時聞がなくて測ることは出来なかったが従来に見た中で最大

なも ので其形献も甚すこ良い.諸君の後日の参考のf誌に附加んて置く。

(12月19日記)

富崎謀議選号事草科植物自銭

農三 ‘岡安文雄

邦産およ草科植物は徒、来 14}ifJ120極ほε知られてゐるが、筆者の採集及び

本校植物製教室の標本から見ると 、本~孫には12届56麗「内 、5種不明)J.量産

すること になる 。ここ に本版産務草科植物の目録ぞ作り、 同好の士の曇

考に供する。

不明の種ぞ鑑定 1_て下さった京都'帝国大事植物製敬室の大井戎三郎氏

及び本校助敬授遠藤茂氏に厚〈感謝の意を表する。

Bulbostylis capillaris Kunth. var. capitata Makino イトテンヅキ

大幡池 (Sept. 27， '31 S..Endo) 

Bullコostyliscapillaris Kunth. var. trifida Clarke イ トハナピテンツキ

下北方 (Sept. 22， '29 S.Endo) 

Carex blepharicarpa Franch. ショウジヨウスグ

霧島御池 (Aug. 30， '31 S.E吋 0)

霧島中岳 (Aug. 5， '32 1.Hino; June 15， '32 1. Hino) 

Care.x breviculmis R. Br. subsp. Royleana Kuek. アテスグ

蕗島中岳 (June 5， '32 1. Hino) 

Carex BrolVnii Tuck var. transversa Kuek. ヤワラスグ

下北方 (May 7， '，30・S.Endo) 

Carex brunneeo Thunb. ナキ リスグ

双石山 (Oct. 30， '32 K. Mik匂 i)

( 22 ) 



Carex cernua Boott アゼナル.コ ・

下北方 (May 27， '33 'H. Oka')'asu) 

Carex cincta Franch. アテガウソ

垂水 (Apr. 26， '32 S. Endo) 

-r~ヒカ. (May 27， '33 H. Okayasu) 

Carex curvicollis Franch et Sav. ナルコスグ

尾鈴山 C May 5， '29 T. Matumoto) 

Carex gibba Wahl. y スタサ

下北方 (貯水池附近) (June‘5， '32 Honda) 

丸島 (May1.4， '33 H. Okayasu) 

Carex heterol.epir Bnuge ヤマアゼ‘スグ

大淀河畔 (May14， '33 H.Okayasu) 

Carex ischnostachya Steud. ジユズス グ

宮il崎市メL島 (May 14， '33 H.Okayasu) 

Carex japonica Thunb. ヒゴ クサ

625 

尾鈴11J(May5， '29 Matumoto)丸島(May14:'33H.Okayasu) 

Carex japoni:a Thunb var. aphanolepisI Kuek. エナシ己ゴ クサ ・

宮崎市丸島 (May 14， '33 H. Okayasu) 

Carex Matsumurae Franch. キノクニスグ

乙島 (Nov. 26， '133 S. Endo) 

Carex macrocephale Willd. コウボウ ムギ

ーツ葉 (June 3， '33 H. Okayasu) 

Carex pumila Thunb. コウ ボウシパ

ーツ葉 (June 3， '33 H. Okayasu) 

Carex scabrifolia Steud. シホクグ

ーツ葉 CJune 3， '33 H. Okayasu) 

Carex shimidzensis Franch. iヤマナルコスグ F

木花村 (May 11， '30 K. O?gami) 

Carex tristachya Thunb. モエギスグ

下北方(本佼水田) (May 2-t， '$2 Murata) 

Cladium Mariscus R. Br. ヒトモトススキ

野島 (Aug.9，'29 1. Hino) 青島 (Aug.9， '28 S. Endo) 

Cyperl:ls glomeratus.L. ょz・7 カ'ヤツリ

下北方 (Oct. 15， '29 S. Endo; Oct. 18， '33 'I-L Qkayasl1) 

( 23' ) 
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Cyperus japonicus Makino ヵ.ヤツリクサ

下北方・ (Oct.18， 'H. Okayasu) 

宮崎高農農場 (Aug.7， '31 H. GotO) 

Cyperus cempressus L. クク，.;む・ャツ リ

下北方 (July 22， '2!) S. Endo) 

雌塚町 (June10. '29 M. Kai) 

高農農場ぐAug.20， '33 H. Okayasu) 

Cyperus difformis L. タマガヤヅリ

石峯 (本庄)(Sept. 27， '33 H. Goto) 

下北方 (May 2'7， '33 H. Okayasu) 

Cyperus globosus All. var. stricta Clarke アゼカ「ヤツリ

宮崎高j聾農揚 (Aug.7， '31 H. Goto. May 20， '33 H.Okayasu) 

ーツ葉 (June 3， '33， H. Okayasu) Clarke 

Cyper・ushakonensis Franch et Sav. ヒナヵ・ャツ リ

飯盛村(本庄)(Sept. 19， '33 H. Goto) 

Cypeus lria L. var. panici formis Clarke ココ'メガ「ヤツ F

宮崎高農農揚 (Aug. 20， '33 H. Okayasu) 

Cyperus malaccensis Lam. シチタウ

宮崎高農皮:場 (Aug. 20， '33 H. Okayasu) 

Cype.r¥1S nipoonicus Eranch. et Sav アラカ・ャッ p

下北方(Sept.15， ':49， S.Endo) 
Cyper usrotundus しハ?スグ

高農農場 (Aug. 20， '33 H. Okayasu) 

Eleocharis japonica Miq. ハリヰ

妻 (June4， '訪3H. Okayasu) 

Eleocharis plantaginea R. Br. クログワヰ

下北方・摂地

Fimbristylis annua Roem: et Schu1t. テンツ牛

下北方. (Oct. 18， '33 H. Okayasu) 

Fimbristylis complanata Link var. Kraussiana Clarke ノテンヅヰ

霧島中岳 (Oct. 31， '31 S. Endo) 

下北方・ (Oct. 18， '33 H. Okayasu) 

Fimbuistylis mi1iacea Vahl. ヒデリコ

下北方 (Sept.22， '29 S. Endo; Oct， 18， '33 H. Okayasu) 

F:imbristylis Sieboldi Miq. イソヤマテンツヰ

( 24 ) 



ーツ葉 (June 3， '33 H. Okayasu) 

Fimbristylis sub-bispicz.ta Nees et Mey. 

下北方 (Sept. 22， '29 S. Endo， July 23， '30 1<. 00 gami 

Oct. 18， '33 H. Okayasu) 

御池 (霧島山) (Aug. 30， '31 S. Endo) 

Kyllingia brevifolia Rottb. ヒメクク.

下北方 (July 22， '29 S. Endo) 

飯盛村(本庄 Sept. 19， '33 H. Goto) 

西丸山町 (June 10， '33 H. Okayasu) 

Lipocarpha microcephala Kunth ヒンジカ・ヤツリ

下北方課地

高農農揚 (Aug. 20， '33 H. Okayasu) 

Mariscus Sieberianus N ees. var. sut】compositaClarke クグ

下北方 (Sept. 22， '29 S. Endo) 

大淀河畔 (May. 27， '33 H. Okayasu) 

Rhynchospora rubra Makino イカ.クサ

下北方 (Oct. 30， '33 H. Okayasu) 

Scirpus cyperiaus Kunth. var. concolor Makino アプヨガヤ

双石山 (Sept. 17. '33 H. Okayasu) 

Scirpus erectus Poir. ホタルヰ

大淀川 (Aug. 31， '33 H. Okayasu) 

Scirpus lacustris L. var. Tabernaimor:tani:Trautv. フトヰ

大淀河畔 (May 14， '33 H. Okayasu) 

Scirpus mucronatus L. カンカ・ νヰ

妻 (Aug.13， '33 S. Endo) 

Scirpus triquter L. サンカクヰ

大淀川 (May. 14， '33 H. 'Okayasu) 

Scirpus ternatanus Reinw. オホアプヨヵ・ャ

日向ライン (May 7， '33 S. Endo) 

Scleria hebecarpa Nees. シンジユガヤ

杉安 (Aug.18， '29 1. Hino) 

住吉村 (Aug. 10， '31 S. Endo) 

Scleria tessellata Willd. コシンヂュヵ・ャ

北下方滋地

( 25 ) 
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宮崎菌輩類白 銀

野 ロ 等

採集 しました地域は甚't:."狭少で・あります。先づ最初に採集に行き まし

たのが五月七日に青井岳に妻りました。弦で採集しました数は少く とも

五十種以上ありましたa此の中硬質菌が比較的多 くありました。時期が

良かったためか青井岳では多数の菌類告採集しました。

決に六月十一'日、高鍋附近に採集に行きました。此の時は菌類のみが

目的でなかったために比較的自につくものが少なかったのであります。

八月二十七日、行膝山に行きました。flf:し青井岳程lこは盟富ではなか

ったやうに感じます。

此の外採集地として差是ると、宮崎市附近と宮崎高等農林襲校構内とが

あります。

::9¥に掲けるものは、以上の鍛ナ0fで採集したものの中で種名の判明し

たものすごけであります。

奇弁岳にて採集

1、ア tスギタタ Polyporus arcularius Fr. 

2、アラダ?カハキタタ Panus rudis Fr. 

3、アシク'，1=1タタ Polyporus picipes Fr. 

4、エゴノキタタ Lenzites styraciina (H， et S.) Yasuda 

5、川リヒラタタ Hydnum septentrionale Fr. 

6、ヒイロタナ Polystictus sanguineus (L.) Fr. 

7、ホコリタク Lycoperdon gemmatum Batsch 

8、カ ヒヵ・ラタナ Lenzites betulina (L.) Fr. 

9、カレ"タケ Marasmius erythropus Fr. 

10、カハキタヶ Panus flabelliformis (Sc.) Quelet. 

11、カハラ合ナ Polystictus versicolor (L.) Fr. 

12.カハタク ナ Hydnum aspratum Berkley 

13、ヶカハラタヶ Polystictus hirsutus Schweinitz 

14.キコプタア Fomes igniarius Fr. 

15‘キクヨグ Auriculariaauricula-judae (L.) Schroter 

1(j、キテングタナ Amanita muscarina (L.) Fr. 

く26) 



17、コフキサ Jレノコシカケ .'Forues' applanatus Pers. 

18‘クリ iロカノ、ラタタ Polystictus zonatus Fr. 

19、マヒタナ POlyporus frondosus Fr. 

20、マスタナ Polyporus sulphureus (BulJ.) Fr. 

21、tダf レタク Daedalea quercina (L・)Fr. 

22、モヱギタク Stropbaria aeruginosa (Curt.) Fr. 

23、才チノfタク Marasmius androsaceus L. 

2生、ツ jlノサ Jレノコシカナ Fomes pinicola (Swartz) Fr. 

25，ツリ jlネタク Fomes formentarius (L.) Fr. 

26，ウチワタタ Polystictus flabellifomis Klotzcb. 

27，ヤマプシタタ Hydnum erynaceus (Bull.) Fr. 

Il 高 鍋 附 近 に で 採 集

1、ア ミタタ Boletus bovenus (L.) Fr. 

2、ハナヰクチ Boletus elegans (Schum.) Fr. 

3、イロガワリ Boletus badius Fr 

4、ヵラカサタク Lepiota proとera(Scop.) Fr. 

5，コペ ニタヶ Russula"fragilis (Pers.) Fr. 

6、オチパタタ Marasmius androsaceus L. 

川 行除山『ニて録集

1、ハ リガネオチパタ'7 Marasmius siccus Sch. 

2、ハリ，ガネ才チノfタケモドキ Marasmius sp. 

3、ヒイロタタ Polystictus sanguineus Fr. 

4， y'スタヶ Polyprus sulphureus (Bull.) Fr. 

5，ナ tダタク Merlius lacrymans Fr. 

6、ニガクリ タナ Hypboloma fascicular (Hudson) Fr. 

7、才チパタナ Marasmius androsaceus L. 

8，スヱヒロタナ I Schuyzophyllum commune Fr. 

9，ウチワタケ Polystictus flabelliformis Klotzch 

IV :1主 役立宣 に英附近にて採主宰

1、ヒイロタタ Polystictus sang1iineus (し)Fr. 

2、ヒメオ、コリタク Lycoperdon Wrightii B.et C 

( 27 ) 
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3、マグソタナ Panaeolus fimicola Fr. 

4， 'yク'ソヒトヨタ，. Coprinus sterquilinus Fr. 

5、ムラサキヰミコリカピ StemOHites fusca Roth. 

6、ムラサキシメジ Tricholoma nudum (Bull.) Fr. 

7、キツネノヱフデ Mitinus boninensis E. Fiseh. 

8、キツネノタイマツ Phallus rugulosus Fisher. 

9、スヱヒロタ少 Schyzophyllum commuue Fr. 

10、サイギヨウヵ・サ Panaeolus retirugis Fr. 

11、ツネノチヤタ・イコ'グ Crueibulum vulgal'e Tul. 

Ul，ツチク'リ Geaster hygrometricus Pers. 

V 宮崎附涯にて保護

1、イロガワリ Boletus badius Fr. 

2~ キクラグ Auricularia auricula-judae (L.) Schroter 

3、コペニタタ Pussu]a fragilis (Pers.) Fr. 

生、モりハヨタヶ Psaliota syl vatica Fr. 

5、ムラサキホコリカピ Stemonites fusca Roth. 

6、ツ Jレタタ Amanitopsis vaginata (Bull.) Ro.ze 

次に科別に採集品令排列し、たしますと~の通りになりますe

マツタク科

1 ァヨグPカ川キタケ

3 ，)、リカ.ネ才チパタナモドキ

5 :IJレノ、合.ナ

7 コベニタナ

H "vク.サタタ

11 モヱギタク

13 ムラサキシメ デ

15 才チノfタナ

17 サイギヤウヵ・サ

2 ，)、リガネオチパタク

4 ヵヨカサタク

6 :IJ ハキタク

8 キテングタタ

10 'yク.ソヒトヨタク

12 モ リハラタナ

14 ニ:IJ-クリタケ

16 スヱヒロタク

18.ツJレタタ

11 サルノコシカク科

1 ァ tタタ 2 アミスギタタ

3 アシグロタナ 4 ェ・プノキタナ

5 ヒイロタク 6 ハナイク'チ

C 28 ) 



7 -1ロカ.ワリ

9 カハラタケ

11 キコ 7・ ~ケ

13 ク リ イロカノ、ヨ~ 7" 

15 y スタケ

17 ナミダタナ

19 ツリカ'ネタナ

9 カヒガ「ヨタナ

10 ナカハラタナ

12 コフ キサ Jレノ コシカナ

14 y ヒタナ

16 iダ V タク

18 ツガ「ノサル ノコシカナ

20 ウチヲタタ

III 川リタナ科

2 ヵウタナ

可
叶

q
Z
R・

ナ夕
刊リ，
，コネ

ナ

ナ

刊

H

タ

タ

-
『
ノ
シ

己

プ
リ

マ
ハ

ヤ

t
i

。。
1 ヒメホコリ 到す 2 ホコリ 11ナ

3 ツう肝ク'リ

V スッポン揖タ科.

1 キツネノヱフデ 2 キツネノタ-1"v'ヅ

VI キ クラグ科・

1 キクラ グ ・¥

VII チヤダイコーナ科

1 ツネ，ノチヤダイゴタ

¥lIII ムラサキホコリカピ科

1 ムラサキホコリカピ

本庄町附近植物目録

後 藤 ~Å 

Polypodiaceae うら隠し科

カウグキシダ 本庄町石峰

ノコギリシダ 同

マメヅタ 同

グヂグヂシタ 同 -卒原IlJ

ペ品宇，~ 周-

( 29 ) 
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ハシゴシダ

イヌシタ.

ホラシノプ

タチシノプ

オニヤフ.ソテツ

ワラピ

ヰノモト サウ

アマクサシタe

コモチシダ

Schizacaceae ふさ しすご科

:/Jニ クサ

Lycopodiaceae ひかけのかづ ら科

タフグシパ

ヒカグノカ ツ~~ :7 

Selaginellaceae いはひは科

イハヒノf

カタヒノf

Piperaceae こせう科

フウタウカツ'7

Fagaceae ぷな科

クリ

マテ~~シヒ

イチヰカ‘シ

Snatalaceae びゃく?とん科

事ナピキサ ウ

Polygonaceae t，こで科

イヌタデ

シロ 4ヌタデ

Amarantaceae ひゆ科

イヌピユ

Caryophyllaceae なでしこ科

ヅメ クサ

Menispei":mac伺 E つづらふぢ科

ハスノハカヅ'7

〈宮o) ， 

本庄/1庁本原山

岡

問

問

問石峰

同 卒原|幻

同石峰

同

間 卒原j.lj

本庄l町卒原山

本圧i町:lp:原|幻

同

木j主町石峰

同

本庄町石 峰

本庄町卒原j.lJ

同

同

本庄町平原[j.LJ

本庄JIIT飯盛村

悶

本庄町飯脇村

本庄町飯盛村

本庄町石峰



Rosaceae 、lずら科

ツクシイノfヨ

Legminosae まめ科

コマツナギ

ネコハギ

ヤハス・ザウ

ナツフヂ

Oxalidaceae かたはみ科

J、ナカタノ"¥i 

Euphorbiaceae たかとう7ごし、科

ニシキサウ

コ fカンサウ

Vitaceae ..s~tとう科

ナヅ ヅタ

Guttiferae おとぎりさうH
才トギリサウ

ヒメオトギリサウ

Violaceae すみれ科

コス tレ

LYihraceae みそはき下|

tソハギ

Cornaceae みづき手|

ハ ナイカダ

Piroraceae いちゃくさう科

イチヤクサウ

Symplocaceae まひのきH

サハフタギ

Borraginaceae むらさき科

ハナ 4パナ

Labi...tae しんけい科

ヂゴクノカ?ノフタ

ナツノタムラサウ

Scrophulariaceae ごまのはぐさ科

ヒメトラノテ

( '31 ) 

本 庄 町

本庄町卒原山

間

問

問

本圧町飯盛特

木庄町飯脇村

岡

本庄町卒原山

本圧町卒原山

間

本庄町石峰

本 '庄町

本庄町

本圧町卒原山

本庄町卒原山

本庄町飯盛村

本庄町飯盛村

同 卒原山

本庄町卒原山
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スpぐメノヒエ

木庄町平原111

本庄町平原山

本庄町飯崎村

本庄IiIJ平原山

同

本庄町卒原山
s 

同

同

本庄町卒原山

間

同 卒原山

同 飯盛村

同 LJi原山

本 庄 町

本圧1iIJ.石峰

同 飯盛村 !ー

同

一:，

木庄町平原山

同

同 お峰

同 卒原，1幻

同

トラノテ

Orobanchaceae はまうつ伝~:1

ナンノfンギセ ル

Acanthaceae きつねのまご利

キツネノ マ ゴ

Valerianaceae をみなへ し科

テ tナヘシ

テトコへシ

Compositae きく科

ヒメカ.ンクピ サウ

1/ンクピサウ

ヒヨドリパナ

Gramineae くわほん科ー

トタ。シノf

ササクサ

イタチカ・ャ

チガヤ

Cyperaceae かやつりぐさ科

タマガヤツリ

ヒメガ ヤツリ

ヒメク ク.

Liliaceae ゆり科

シヤウジヨーノfカ ?

ヤプラン

ノギラン

ジヤノヒグ

Orchidaceae らん科

コクフン

ネヂパナ

本庄町平原山

間 石峰

本庄 町

、、、
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鹿蹄草科

4チヤクサウ

山茶9'~科

アテキ ，、ナイカタe

織 7~ 事1.

ノタ.ク ヤマニンジン

Ji. 力日 科

ハ Hギリ キツ'タ ヤツデ

タヨノキ フユツ'9-

相頚子科

ナJ、シロク..i ナツク.t 

111 去ノt主、 科

サザンクヲ ヒサ刃キ サカキ

瞬八樹科

コ".，ンモチノキ

干自 ~.:j. 

エピヅル ノヌ.タ・ゥ ナツッ・タ

鼠 叫す£喝 科

;f.・コノチチ

荷風藤科

ヤy ピノ、

蹴 樹 科

イタヤカへデ

街 矛 科

?サキ ニシキギ ヅルウメモドキ

?ユ t

瑞 香 科

イヌガγ ピ

冬 青 科

アラハタ. タフェフ

-=4H民a・ 香 科

マヅカゼサウ tヤマシキ t .サンセウ

酢柴草科

fヤ-v;IJタツ， i カタノ， i 

C 34 ) 
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=3U2 • 科

?キヱハギ ヤマハギ メドハギ

V"}レノfハギ ノササグ ヌスピトハギ

ヤプハギ コ?ツナギ ナツフジ

タンキリ'V.J

諜 f出 科. 
ヤマずクラ ナハシロイチコ引 フユイチゴ

へピ 4チゴ、 ツチク'リ t ツ~'\ヅチグリ

キン fヅヒキ

民耳草科

ダイモンジサウ 'V}レノfウツギ ノ'¥>{クワアマチヤ

カ.クウツギ

景 天 科

キリンサウ

十字花科

ナッ・ナ

樟 科

クスノキ ニククイ ヤプニクク 4

カナクギノキ

木 遇 科

アクピ ミツ 7'¥アナピ トキハアナピ

塞 科

4ヌタデ tヅピキグサ

J馬兜鈴科

カシアフヒ

蛇 菰 科

ヅチトリモチ

等 蹴 科

ヤプマテ キ tヅ ハドノキ

桑 科

4ヌピハ ホソ~'\ >{ヌピハ 4タ¥:";bツ.ラ

検 科

ムクノキ エノキ

山毛棒科

( 35 ) 
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ウラジロカ.シ クリ シヒ

マテ"シヒ アテカ'シ

制 ~J]{ 科-

フウタウカツ'5

闘 事|

キエピネ キリシマエピネ 註キコク

フウラン ナゴヨン ネヂパナ

詰f イ日f 事|

ハナメウカ. アテノク V~7 ラン

薯 讃 科-

ヤ vJイモ 才ニド コロ

百 A口、 事1，

オニユリ ナJレコユリ ギノfウシ

イハギノfウシ キノfナ ノホトトギス ソク シンヨン

天商援科

ムサシアプミ ウラシマサウ テンナン tウ

禾 本 科

チヂ t-9"サ T ササクサ ウンノタモドキ

私ミ 杉 *":1 

アカマツ クロマツ スギ

4墨 不自 科-

イハヒパ カタヒ"

石 松 -科

ヒカグノカツeラ

瓶爾小事科

フュノハナワラピ

1腕昔座蓮科

リウピ V タイ

裏 白 科

コシ タ.

*龍骨科

スヂヒトツパ ヒトツ" ノキシノプ

fツデウラポシ クリハラン マメツ.タ

シシフン ワヨピ 1， ヰノモトサウ

( 36 ) 



オホパノヰノモトサウ

タチシノプ. 
へ 7:/ダ

ヤプソテツ

オ、シタ'

ベニシダ

イ ワ ヒ ト デ

ヒノキシタa

l l' 

ヅ}vォ、7コ場ク

プ-v'j，サクヨダ d 

イハカ・ネサウ

ホラシノプ

ヰノデ

オホ tツデ

イタチシタ.

ホウピシタ・

ノ、コネシタ・

立口主 葱 手|

キジノテ

コモチシダ

フモトシダ

639' 

九 、

ホソノfノカナワラピ

グジグジシグ

オリッソレシ タ'

-*、ンク'ウシダ

ノコギリシタe

宮崎市附抵の水生植物目録

ヒルムシロ

ササノfモ

ヒシ

マヅモ

グロモ

キクモ

tツ.ユキノシタ

ヒメピシ

猿 i度純義

A. 下北方池

ひるむしろ科-

コノfノヒ Jレムシロ ヱピモ

tヅヒ キモ イトモ

ひし科

ヒメピシ

まつも科

ともかがみ刺・

ごまのはぐさ科

あか ば な 科

B. ~ナ池

ひし科

( 37 ) 



640 

J、ス

フサょε

アカウキクサ

ヱピモ

じ Jレムシロ

カ.カ'フ.タ

ヒシ

ウキクサ

オモダカ

へラ才モダカ

ヒシ

ホテイサウ

タヌキアヤメ

トチカカ，..i 

キカシグサ

じゅんさい手斗

ネムロカノ、ホ;f.

ありのたふ科

あかうきんさ科

c.大淀川

ひるむしろ f.:t
ササェピモ

D. 江卒池

ひるむしろ科・

コノf ノヒ}~ムシロ

りんすごう科

ひし - 科

ヤナギモ

E. 下北方、ーマヅ薬及本校水田、小溝

うきくさ科

アテウキクサ

おも Tごか H
アギナシ サタオモタ'カ

へ:ラ才モダカ "?)レノfオモダカ

ひし科

ヒメピシ

みづあふひ科

tヅeアフヒ コナギ.

とちかがみ科

ミツ'オホ/'コ

みそはき，"f-'↓ 

み ぞはこベ科

( 38 ) 



641 

Eゾハコベ

みづはこべ科・

tヅハコベ アワゴ.ナ

青島及び富高附近の海藻目録

中国三農

類

Grateloupiaceae むかでのり科

Grateloupia divaricata Okam. var. intricata Sur. 

諜紅

青島

小倉タ演(富高江

育

問

問

岡

島

島

青

悶

悶

悶

カタノリ

Gloiosiphoniaceae いと ふのり科

Gloiosphonia capillaris (Huds) Carm. イトフノ 9

Ceramiaceae. いき'す科

Ceranlium rubrum J. Ag. イギス

Microcladie corallin孟巴 (Mart) Okam. 

Ceranium tenerrimum C Mart) Okam. 

Campylaephora Hypneaides J. Ag. 

Rhodomelaceae. ふじまつも科

Dasya Scoparia Harv. ダジヤ(ヒグモク'サ)

Laurencia obtusa Lamour. シホデソゾ

Laurencia paniculata J. Ag. オホソゾ

Herposiphonia fissidentoides (Holm) Okam. 

S phaerococaceae おごのり科・

Gracilaria confervoies Grew. オゴノリ

ニクサ zダ

ケイギス

エゴノ1)

島青

Rhodophyllidaceae とさカ、のり科

Cbondrococcus Hornemanni (lVIent) Schmitz. ホソノfノ ナ tノノ、ナ

同
Gigartinaceae すぎのり科

Abnfeltia concima J. Ag. サイ t 伊勢7街「富高J青島

Callophyllis crispata Okam. ヒロパノトサカノリ 小倉タ損ぐ富高)

Gymnogongrus flabelliformis Harb. キクサイ t 青島

Gelidiaceae てんぐさ科

C 39 ) 
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Yatabella hirsuta Okam. ヤタベク'サ

Chaetangiaceae ふさのり科も

Garaxaura obtusata Lamx. フクロカ'ヨカ"5

Scinaia furcellata Biv. フサノ 1)

D el esseriaceae このはのり科

Nitophyllum uncinatum (Turn.) J. Ag. カギウスパノ1) 悶

背烏

同

開

Il.褐藻類

Fucaceae ひばまた科

Sarg加 sumHornern Ag， アカモク 伊勢ナ演、小倉ヶ潰〈宮高)

Sargassum Rinoggoldianum Harv. オヰパモク ーツ葉

Sargassum serratifolium Ag. ノコギリモク

Sargassum sagaminum Yendo ネヂレモク

Sargassum torti1e Ag. ヨレモク

Sargassum Thuuberii J. Ag. ウ tトラノテ

Ishigei Okmurai Yendo ィーグ

Laminariaceat: こんぶ科

Eisenia arboria Aresch var.bicyclis Yendo アフメ ーツ葉

青 島

問

ーツ葉

青島

小倉グ演(富高)

Eotocarpaceae そとみ科

Leathesia difformis (L.) Aresh. ネパリモ

Hydroelathraceae 

Hydroclathrus caucel1atus Bary カ:(メノリ

青島

青 島

IH. ~ぷ藻類

Cladophoraceae しほぐさ科

Chaetomorpha crassa (Ag.) Kutz. ホゾジユズモ小倉ナ涜「富高〕

Cladophora wrightiana Harv. チヤシホク'サ 青 島

Codiaceae みる科

CC>dium latum Sur. ヒヨ i)レ 青島、 小倉ナ街f富高)

Coc1i¥，!ln macronatum J. Ag. v.tr.ca1ifornicum J.Ag. i)~ 青島

Ulvaceae あをさ科

wu，F
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本校農場雑草目録

男

雄
初

芳

中

村

岡

田

徳

富

キ直 彰木

ひゆ科 (Amarantaceae) 

Amarantus Blitum L. var. oleraceus Hook. .{ヌピユ

さといも科 (Araceae) 

Pinellia ternato Breit. カラスピ‘シヤク

きつねのまご科 (Acanthaceae) 

Justicia procumbe出し キツネノマゴ・

すゐせん科 ( Amaryl1idaceae) 

Lycoris).adiata Herb. ヒガンバナ

つるな科 (Aizoaceae) 

Mollugo stricta L. ずクロザカ

むらさき科 (Boragin乱ceae)

Bothriospermum ternellum Franch. et Sav. var. asuerugoides 

Maxim. ハナイパナ

きく科 (Compositae) 

Taraxacum albibum Dahlst. タンポポ

Lactuca debilis Benth. ジシノfリ

Aster Laul ureanus Franch ヨメナ

Centipeda Minima O. Kuntze トキンサウ

Artemisia vulgaris L. var. indica Maxim. ヨモギ

Lampsana humilis Mak ヤプタピラコ

Gnaphalium japanicum L. チチコク'サ

Gnaphalium multiceps Wall. ハハ コ ク'サ

Inula britannica L. var. japonica Franch. et Sav. テグル?

あさがほ手l (Convolvulaceae) 

Calystegia _subvolubilis Don. ヒJレカ・ホ

なたね科 (Cruciferae) 

Nusturtium sublyratum Franch et Sav. イヌカ"5シ

( 41 ) 
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つゆくさ科 (Crommelinace:le) 

Commelina communis L. ツユクサ

せきちく科ぐCaryophyllaceae)

Stellaria media Cyr. ハ コ ペ

かやつりぐさ科 (Cyperaceae) 

Cyperus Iria L， コゴ・メカヤツリ

Fimbristylis ferTuginea， Vahl. シT テンツキ

Fimbristylis verrucifera Makino アテデンツキ

Cyperus compressus L. グク'カヤツワ

Kyllingia brevifolia Rottb. ヒメクグ

Cyperus globosus Al1. var. stricta Clarke. アゼカヤツリ

と〈さII (Equisetaceae) 

Eqnisetum arvense L スギナ

にしきさう科 (Euphorbiaceae) 

Phyllanthus n rinaria L. コ i/Jンサウ

Euphorbia humifusa Willd. 

var. gennina Nakai ニシキサウエノキク'サ

Acalypha australis L. ア tカaササウ

くわほん科 (Gramineae) 

Arthraxon cryptatherus var. ciliaris Koirlz. コプナク'サ

Syntherisma Ischaemum Nash. アキノメヒジハ

Eleusine niwaho】coriHonda ニハホコリ

Syntherisma sanguinalis var. ciliaris Honda メヒグハ

Arundinella hirta var. ciliata Kodz. トダシパ

Imperata typia var. Koenigii Honda チヵ・ャ

Ischaemum Sieboldi Miq. カモノハシ

おとぎりさう科 (Guttiferae) 

Hypericum japonicum Thunb ヒメ才トギリ

ふうろうさう科 (Geraniaceaり

Geranium nepalense Sweet. フウロウサウ

しんけい科 (Labiatae) 

Agastache decumbens Thllnb. キランサウ

. Centotheca lutescens Stllntz. トウノfナ

Clinopodium chinense O. Kuntze クJレマパナ

( 42 ) 



Plectranthus inflexus Vahl. ヤ?ハグ :b

まめ科 (Leguminosae) 

Microlespedeza striata Mak. ヤハズサウ

Lotus corniculatus L. var. japonica Regel. ミヤコク'サ

Lespedeza junsea Pers. var. sericea Maxim. メドハギ

Indigofera pseudo-tinctoria Matsum. コマツナギ

ゆり辛1. (Liliaceae ) 

Scilla Thunbergii Miyabe et Kudo ヅル1ド

Ophiopogon japonica Ker. ジヤ ノヒグ

かたばみH (Oxalidaceae) 

Oxalis corniculata L. カタノ-:i 

tまなやすリ科. (Oyhioglosaceae) 

Ophioglossum nipponicum Miyabe et Kudo ハナヤスリ

おはばこ科 (Plantaginaceae) 

Plantago maj or L. var. asiatica Decn巴. 才ホバコ

すべりひゆ科 (Portulaceae) 

Portulaca olenacea L. スベリヒユ

たで科 (Polgonaceae) 

Polygonum senticosum Franch et Kudo トグソパ

PolygoDum hastato-sagittatum Makino ナガパノウナギツカ f

Polygonum dolichopodum Ohki. サクラ 4デ

Polygonum Blumei Meisn. 

さくらさう科 (Pτimulaceae) 

Lysimachiajaponica Thunb. コナスピ

tぎら科 (Rosaceae) 

Sanguisorbaofficinalis L. ヲレモカウ

Agrimonia jponica Koidu キン fヅヒキ

うまのあしがたFヰ (Ranunculaceae) 

Ranunculus pleniflor¥ls Makino キンポウグ

あかね科 (R ubiaceae) 

Paederia chinensis Hance. へクソカ ツeラ

いわひばH (Selaginellaceae) 

Selaginella Kranssiana A. Br. クヨマ コグ

ごまのはぐさ科 (Scroph叫ariaceae)

( 43 ) 
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Torenia crustacea cham et.:.sr::hlecht: ウリク'サ

きくすごみ科・ ( Saururaceaり

Houttuynia cordata Thunb. ドク夕、 t

せり科 (Umbelliferae) 

Lampsana humilis Mak. チドメク'サ

すみれ事1. (Violaceae) 

Viola mandshurica var. albescens Nakai ス tレ

Viola grypoceras A. Gray. タチツZドス tレ

ーツ葉附議栂物自銭

新

七

鈴

財

正

安

政

利

名

田

木

部

盟
思
品
川

市

間

Compositae (菊科)

1. Etigeron stoechadosmu1l1 Hance フジパカス

2. Lactuca repens Benth et Hook ハ マニカ'ナ

3. Solidago virgaurea Linne アキノキリンサウ

4. Siegesbeckia pubescens Makino メナモ f

5. Wedelia prostrata Hemsl ハマグJレマ

Caprifoliaceae (忍冬科〉

1. Lonicera japonica Thunb. スヒカツ'ラ

2. Viburnum japonicum Spreng. ハクサンヰfク

Rubiaceae アカネ科)

1. Gardenia florida v'ar. grandflora Franch et Sav. クチ ナシ

Solanaceae 茄科)

1. Mirabilis jalapa Linne オシロイパナ

2. Physalis Alerekengi L ホホヅキ

Verbenaceae 馬鞭草科j

1. Vitex triforia Linne var. orata Makino ハマコ"ウ

( 44 ) 



Elaeagnaceae 胡頼子科J

1. Elaegnus pungens Thub目 ナハシログ t

Violaceae C華々菜科)

1. Viola Handshurica W. Beck. ス tν

2. Viola grypoceras A.Gray タチツポス fレ

Aquifoliaceae 冬背科〉

1. llex serrata Thunb. var. Sieboldi Loeo. ウメモドキ

Leguminaceae (叢科j

647 

1. Cassia minmosoides L. var. nomame Makino カハヨヶツメ 4

2. Crofalaria sessiliflora eriantha Makino タ ヌキ T メ

3. Desmodium japonicum Miq ヌスピトノ、ギ

4. Desmodium labu!'nifoluim DC. iソナホシ

5. Indegofera pseudo-tunctoria Matsum. コマツナ ギ

6. Lespedeza sericea Miq メドハギ

7. Lathyrus ma ritimus Bigel， ハマエンドウ

8. Lespedeza cyrtobotrya Miq. '? )レパハギ

9. Micro espe striato Makino l'ハズサウ

Pittos poraceae C潟桐花科)

1. Pitteospor・umTobira Ait. トベ、ラ

Rosaceae (ハヨ科・〉

1. Ageimonia Eupatoria L. var. pirosa Makino キン fズ ヒキ

2. Potentilla chinensis Ser カノ、ヨサ 4コ

Ercaceae しゃ くなけ科

1. Vacinim Bracteatum Thunb・ シヤシャンポ

Chenopodiaceae ぐアカザ科)

1. Atriplex tatarica L. 川マアカザ

Santalaceae (極香科〉

1. Thesium dirnense Turcz. カナピキサウ

Liliaceae (百合科)

1. Ophiopogon Japonicus Ker. リウノヒグ

Cyperaceae (捗草科〉

1. Cypピrusmalaccensis Lam. シチトウヰ

2. Cypt:rus compressus Linne クク'カヤツリ

"3. Bullコostylisbarbata Kunth. ノ、タヵーャ

( 45 ) 
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4. Fimbrstylis squarroso Vahl. アゼテンツキ

5. Fimbristylis Wightia口aNees .;，ホカゼテンヅキ

6. Carex macrocephara Willd. コホ2ドウムギ

Gramineae (禾本科)

1. Arundinella anomara Steud. トダシパ

2. Imperata arundinacea Cyr. var. Koenigii Hack. チヵ・ャ

3. Imperata anthephorpides Miq. タカモノハシ

4. Lopheterum gracile Brong. var elatum Hack. ササクサ

5. Osterdamia macrostachya Honda オニシノf

6. Echinochla crusgalli L. subsp. submutica Honda 

var. typica Honda ノピヱ

7. Phragmites longivalius Steud. ヨシ

8. Ischaemum crassipes Nanai カモノハシ

Polypodiaceae. (水龍骨科)

1. Polypodium lineare Thunb. ノキシノプ

詮 ーグ繋I!宮崎市東 海岸に位 L. l，さ総村の一昔1¥あつれ

下北山麓植物目録

義

夫

雄

義

武

道

文

純

中

国

安

渡

野

岡

岡

猿

菊科

メナモミ (Siegeabeckia pubescens Makino.) 

j)'ンクピサウ (Carpesium divaricatum Sieb. et Zucc.) 

アレチノギク (Erigron linifolius Willd) 

唇形科

アキノタムラサウ (Salvia chinensis Benth) 

まめ科

タンキリ?メ (Rhynchosia Volubilis Lour.) 

ヅプヂ (Millettia japonica A. Gray.) 

( 46 ) 



ハギ (Lespedeza bicor Turcz. var.japonica Nakai 

tソナホシ (Dollコergialoburnifium DC.) 

649 

ヌスピトハギ (Desmodium podocarpum， Dc. var. japonica Maxim.) 

きつねのまご科

キツネノマゴ (]llsticia procumbens L.) 

ハク.ロサウぐDiclipterachinensis N ees.) 

いはら科

キン tヅ ヒキ (Agrimonia E u potoria L.) 

フュイチゴ (Rubus Buergeri Miq・J

ゆきのした科‘

ウツギ (Deutzia crenata Makino.) 

ひゆ科

ヰノコツ.チ (Achyranthea bidcutata Blllme.) 

ら ん 科

ヤプラン (Liriope minor Makino) 

ひがんばな科

l: jlンパナ (Lycris rodiata Herb.) 

ゆり 科

サJレトリイバラ (Smilax China L.) 

かやつりぐさ科

ヌ?カ・ヤツザ (Cyperusglomeratus L.) 

ココ頃メガ「ヤツリ (Cyperus iris L. var paniciformis elarke) 

タマガヤツ1) (Carex difformis L.) 

ヤ?牛 (Fimbristylissub-bispicata Nees et Mey.) 

シマテンヅキ (Fimbristylis ferruginea Tahl.) 

‘アホテンヅキ (Fimbristylis verrucifera Makino) 

ヒメクク(Lipcarphamicrocephala Kunth.) 

クグご(MariscusSieberianus Nees. var. subcomposita Clarke 

くわほん科

ノピヱ (Echinochloa crusgalli sabsp. submutica Honnda. 

var. typica Honda) 

ネズミノテ (Sporohorus elongatus R. Br.) 

イタチガ「ヤ (Pogonatherum crinitum Tim.) 

ムフサキエノコロ (Chaetochloa viridis Scrib.) 
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ササグサ (Lophatherum graeile Brong・)

ジユス"ダ"V' (Coix Lachryma-Jabi L. var. maxima Makino) 

アキノメヒ y" (Syntberisma ishaemum Nash.) 

トダジパ (Arundinella hirta Koidz.) 

メヒシバ (Fanicum sanguinal L.var ciliare Doell.) 

たで科

シロダデ (Polygonum bioritsues巴 Ohki.)

つゆくさ科

ツユクサ (Commelina cOli1munis L.) 

うこぎ科

フユヅタ (Hedera rhombea Sieb. Zucc.) 

うまのあしがた科

キツネノオぞタシ ぐRanunculushakkodenses Nakai) 

おとぎりそう科

才トギリサウ (Hypericum fujisanense Makino) 

あかね科

へクソカツ'ラ (Paederia tomentosa Blume. 

つばき科

ヒサカキ (Eurya japonica Thunb.) 

ツバキ (Thea japomica Niois.) 

く す の き 科

タプノキ (Machilus Thumbergii Sieb. et Zucc.) 

〈わ科

4ヌぜ，ハ、 (Fic叩usrerect匂a~ Thu叩1汀m山1

うら除し科

ホ ラ シ ノ プ (Dava1lia tenoifolia Sw.) 

ノキシノプ (Polypodium lineare Thunb.) 

タチシノプ (Cryptogramme japonic乱 Prentl)

イヲガネゼンマイ (Gymnogramne japonica Desv.) 

tツデウラボシ (Polypodium hostaturn Thunb.) 

ヒトヅパ (Polypodium Lingus Sw.) 

へラシグ (Aspelenium lanceum Thunb.) 

コモチシダ (Woodwardia radieus Sw. var.orientalis Tuerss.) 

註 下北さ 11本校北音Rの第三紀丘陵の名である。
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淡水藻『かはたけ』に就て

農二加峯 費

緒論

凡そ淡水産の蕊類は、藍藻(分裂諜)、鞭毛藻、鞭様、珪藻、接合藻

締諜、車軸藻、褐謀 、紅諜の各部門に属するものが含まれて居る。最も

よく吾等の身迭に見る淡水藻としては、さやみま-ろ 、プノレボキーァ一、

ふしなしみを‘ろ、ね?としぐさ、ふうぜんも、すみれも、かはもづく、じ

ゆがも、あやみで・ろ、ふしなしみを‘ろ 、よしめも、ほしみ~..ろ、つ Jみ

も等あり 。又天然記念物として指定された淡水藻に盤謀、すゐぜんじの

り、ちすじのりの三種がある。之等のも のとならんで近来有名となった

ものに誇泉苔の原藻かはたけがある。すゐぜんじのりによ くにた もので

同じく 藍藻に麗 し、小川に生える もので産業上重要なるものである。

「かはたけ」よ 1)製造する寄泉苔の沿革

筑前の国朝倉郡金川村屋永に石淵

と云ふ泌沸がある。流れて東川と・な

ってゐる、此の流れに古来から生ひ

立って居た青紫色の苔がある。首時

の里人は是を 「かえるこも」と都し

て今日の如〈食用とする事令知ら十

瀧獅用の7J<路に津山群生するのは流

水の邪魔物とする位であった。費歴十三年三月(約百四十余年前〕七代

の組遠藤幸右衛門氏が、所有の土地巡見の際此東川に群生 してゐる此の

水藻を琵見して試食せしに、香味頗る雅淡なる会知り、大いに喜び保穿

及び製法に就いて研究を援ら した、これが抑も川苔が食用に供せ bれた

濫協であるの然れで・も長年月のその研究も効守護せオやして一時中紹の lt:
むなきに至りし も、其の珍味会知何にもして世に肢く奨めたき念禁オトる

能はが、安永七年七月再び堅き決心の下に研究に若手せしも主主に得る所

なくして長逝せり。其の子喜三右衛門氏交の諮;志を繕ぎて其研究に着手

し秋月藩主の聾援の下に苦心の結果迭に寛政五年一月原藻鐙見後より約

三十年後一種の乾製法を合得し、大に主主びて国主秋月藩主に献ぜしに妹
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の外22-賞せられて薄き苔と命名せられ後「泉」の字そ加ふべき命ありて

「蒜泉苔」と 改:栴す、街(J生産地の川名をも黄金)11と問主よ i)JV0名せら

れ、次の一語kJ，甘典へられた、現村金)11と都ずるは従に此に祖国すo

こがね川市瀬に生る水斉は

千歳をかけて猫しけるらむ

寛政八年十二月 には秋月藩内の川書の産する川筋に郡役所より i!iil札令

建て、 遠藤家外の者σ..，採取や禁 じたの

窃山人の一話一言補立1の中に 「紫金苔( こと ぷ~ 0) i))右黒田甲斐守殿

封内筑前より出る細川の7}<.普寺海苔の如し、 Hまノk千~:.寺より l'持にして美な

り、*普ー寺iま池より出 る、紫金i!H立山水にて作る。3lI頃*善寺おとろへ

ておほくは紫金苔争寅ふて*普・寺のり となす。ことぶきのり は{国際な iJ

水普寺は償責しといふJH、ふ記事がある c紫金苔 とは詰泉苔の別名で

あって、 既にその頃議泉苔は!吟盛に向ひつつあったことが うかがわる。

大阪天満市の鯉屋宇兵衛と爵泉苔一枚に付銀六匁で資質約定をな L、販

路の蹴3長~計り 、 是より 陸!産の一つに数へらるるに至る。寛政十二年八

月に情閣に輪出 巻試みた。是が苔の泌外轍出の始めである。 文化十三年

四月詩泉苔護明の事によりて他のものめ製造令禁 じて遠藤家の特践とす

る旨示達せら る、叉同年「花形Jr浪の花J~製 m したu 是れまでは原

料)11苔令秋月に持ち来て製造せ Lも不便令感じ文政六年に黄金川め迭に

製造所を設けた。天保十三年十一月には幕府に献じて閥.i1[車時の捧物 と

なった。翌年八月には、公儀献上品製造人と云ふので二人扶持を務主よ

り奥へられ、原産地川筋及び製芯所J ・、~の制札を建てらる。

公儀献 t御用之外此川筋川茸堅相|路間数並漁一切停止侠事 君ii恭行

公儀献-'て御用川書製造所無用禁入)vへカラス 郡役目r
安政四年三月献上御用の事により製造所の税金会売ぜらる。女久二年三

月糖製 「翠雲華J r JlI誇漬」製造を鋳すコ明治維新以来安遁の使が良〈

なりし儀め販臨も漸衣憤張し、 亦股入のi瞥好の箆:濯をJ も鑑みて製法を刷

新し議泉苔を妥Ijみて「松葉書Jと名づけ川苔争原7肢の憶に鰻誌とし、文

薄泉苔を調1131ミして締詰とせしものや靖翠 と名づけて翠雲撃 と異り し菓

子等を'製出する iご至り、名聾翻i次現れしが明治三十年第二回水産博覧合

最11I戸にて開催あるや奮って出品せしに、宮内省御用の光袋を拝せし.ヨ来:

畏くも済中間大首Jの御饗~\;. ，ま必中御使用あらせらる‘ゃに洩れ承るに

まで及びぬa ヌ;正の初年からは川苔水産地の大整理主?行ひて其のi官嫡~

計り--fj製造機械器具の改良会計持 して若島と其の効伝奏 し、水車利用
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の571料精練臨芥砂牒の除去装置や屯気動;Jにより部-機械の謹轄を鋸L、

工貨の節約守計る と共に品質の向上に一暦の意i"mひ今日にては線定の

改良や終了せんとす。販路はすでに朝鮮、満洲 、車問、青島、布I夜、上

海、 NewYork Iこ及び益々有望とな りつつある現駅であ る。

「かはたけ」の湾地と議泉苔の製法

「かはたけJi'産する黄金川は回闘の閉会流れる小川であって巾三間

m1より一二間位のものにして水深一尺内外なる此の川の水底に沈在 して

を， i) 、躍する場所は約二粁蒋の ところである 。 ~IT時におし、ては川添の*­

凹探地~;に少しの設備や施して之が養殖を行って居る 。 [-かはたけ」の

生えてゐ る所について詳.しく育ふと 、先づ一司Rから六耳目位の而罰金有す

る庖剖が深山髄いて、それ等が慌には三刑位から五タIJ位曲 h山りして飽

いてゐる。卸ち一体が川の様になって居る、 liiiして川 J-.と)11下の隠却と

の境は、せきしようぞ僚にしかも僚会なして植えてあろか 、xは七八寸

の高さのコンクリ ー トにて境界する c しかも慌の阿劃との境は高さ二三

尺巾三尺位の土堤にて作られてゐる c *-は川J:の脱却より11下にJjffikに

流れる、その境界には三四 7所水のiJi(入口と流出口とがわる J そのー臨

測について見ると、底(;J1沙撲で・少しゴニが被さってろ所もある、表!百lには

所々ぜきしようが縞えてある。川苔はそれにかか打て生えてゐろ 、又此

のせきしようは水の流れ身ゆるやかにする効も他方雨においてめろ 。

上の搬な効があるからしてせきしょうが少い所にli1すな でのZ入れてせき

しようの伐 i) に佼ー用されてろ、かはたけは底lこ~-[:えたりせきしようにか

泊ったりして成育令して増殖してゐるぺ

帝京苔の製造は終年行って府ろが四月頃よ 11 JL月頃が感ーんであろ .之

が製法は先づかはたけふ採集して来て之が選151]必ずろ 。それ'1高さ 七、

八尺もある高日iーから科に~i'{i， fJ 、それに穴の見った市Jj~をfi.六個ならべ

て水と共にかはたけや流し滑らすのである。そして揮芥砂醗i'除き更に

入手伝もって混雑物や除き良く洗って霊に入れ水守切って後之令石nに

てltU昔、それぞ更に良と練った後五の止に)ji2-;iiiJl位に塗ゐ 、耳の大き

さは二十五組位の巾に長さ凶任十極{立であるのと位納屋勾棚 上に並べて

置き翌日これ令剥ぎて三|三闘7肢のJiLの内田1]につけ.又:tllOとにならべて包け

ば水分(;l全部瓦がI設JBえして寺翌日には全く乾燥すλ に至る内 之i'剥b、でよ

< ilひ今度(立;伎に張 lつけて吃したる後一一定の大きに)，守悶守秘って製了

するのであ乙コ

( 51 ) 



654 

議泉苔の用途

1かはfこり加工品

最初は帯泉苔のみなりしも断戎之が製法の研究が進むにつれて種k と

其の数をi曾し現在にては衣の様な故に及ぶにいたった。誇泉苔及び浪の

花、花形、松菜、 議泉苔調味、川苔、翠雲輩、議翠、川茸漬等なゐも最

も普通なるものは翠雲華であるの

2詩泉苔料理法

清水に二十分内外浸し置き厚さ一分五厘乃至二分位にふゆるぞ趨皮と

して使用する。最初はさみにて切り水に浸せば早〈用に供せられ、特に

急を要する揚合には温湯lこ浸すや可とす。早〈間iこ合ひて品質ぞ損する

ことなし。

3用途

吸物について妙なり。 11(:し別に而自き仕Jかあり、それは水に浸さざる

ものを長さ一寸幅は極めて狭〈刻み置き豆腐の霞/jに切りたるもの争水

に浸して沸騰せしめ、其の上に轄動するや待ちて、取置きたる水令緩少

量づっ其の上に撒布すればi 、豆腐其の面に附着するやもって之令取 Uj'

何回も操り返す時は恰も自萩の如く美翻告示室し吸物として雅致あり。 中

附としては先づ味令付け置き鶏卵や茄で黄味ぞ裏漉にしたるものぞ遁宜

に混1やれば風味良好なり。刺味なますさ青;の取合せに妙なり c又鯛、好J等

のさしみに配すれば色合ひ特に面白く風味も引立つものな 1)0 蒲鉾の渦

巻lこj菌し叉鶏卵-a用ひて渦巻-a作るもよろし。巻すし、にFりがし、 ご

もく‘おきがしl等の具に用ひて風味極めてよく、精進料理としてはl虫物

酔夜、へ、白あへ、胡廊あへ等に趨 L 、豆腐の裏漉に砂粧及J設な~..にて味

.:te!明'け蒲鉾の如〈渦毛ちとなすもよろし。漬物としては一夜I味噌に漬けて

食臨に上せば妙味あり 、永く 漬くるも亦佳なり。野菜類との取合せもよ

く辛子漬にも適す。水菓子とせるものは熱湯舎かけてそ Lてそれや冷し

て白砂蹄令懸けて供すれば水菓子代用と して も妙なり 。

く 52) 



宮鱗懸南部の魚類

三
玄
回 林 正

いざりうi' Antenuarius tudens 

まとうすごし、 Zeus、japonicus

うみひごい Upeneus chrysopleuron 

あなはぜ Pseudolennius colloides 

たつのお としご Hippoeampus coronatus 

べたい Sporus aries 

きすごU、 Taius tumifrons 

しゅもくさ'お Alapias vulpinas 

くろt:~ 、 Sparus moeracephalus 

いとひきあじ Rachycentron canadum 

とろぎす Parapercis pulchello 

こち Platycephalus inddicus 

かごかき7ごい Microacanthus slrigatus 

けんろく t:"い Chaetodon moaestus 

いとまきふく Aracunaaculeatu 

すごるまおこぜ Frasa erasa 

ょうじうぞ Syngnatl)us Schlege1i 

こんごうふじ Ostracion cornutum Linne 

ひふきょうじ Syngnathus schlegeli Kaup 

ひめじ Pseuelupeneus bensasi 

つるまき Zebrios zebrinus 

こtぎんさずめ Leptecheneis naucrates 

あんこう Lophionus setiqerus 

しまぞb、 Sebastiechys crivvittatus 

やがら Fistularia petimba Lacepde 

しし、ら Cazyphana hippurus 

あら Mjhan spinosus Cuvi号ret Valenciennes 

すがき Latealubrax japonicus 

ねんぶっすごい Apogon semil1inacatu5 Temminck et Schlegel 

C 53 ) 

655 



656 

まあじ Trachllrlls japoniCllS 

あいご Siganus fllscesens 

このしろ KonasirllS pllnctatns 

ぎんかめあじ Caranx sexfasciatlls QlIOY 

あt.J、えい Dasybatus aka j ec 

かすぎめ Squoteno japonica 

まっすごし、 Looetes surinamensis 

ぎんかがみ Mene maculata 

しまし、さき TheaapanoxgrhynCllus 

ひらめ ParoJiehthys abivaeeus 

かんぞうひらめ Psellcla rhombus cinnamoamclls 

あか したひら め Arcliscus jayneri 

かわはぎ Cantherines modestlls 

さかたさF め Rhinoblltlls schlegeli 

とちぎめ T riahis scylliωm 

さば~.、ぐ Spheroides spadiceus 

くさ~、く Spheroid es niphobles 

おほかます S phraena nigripinnis 

ちすごb、 Evynnis cardinalis. 

そといわし Albula vulp，es 

ちょおちあょうや Chaetoda collaris Rlock. 

はたたてナごい H eniochaus diphreute Tardon 

7こちうぞ Trechiurnus 乱ponicus

にべ NilJea mitsukurii 

註 以上I!昭和八年五期休11院にylh漆1:滞在 し二こ も中心 主して調査!

1:幸吉累でわろ。(l!13丹.12. 23言ED

青島貫類目録遁補

大 賀 勉

筆者は雑誌「日向J第十一揖3O.?;十二輯に於て中島・四本雨氏と共に青

島の;海産宙rtf.l.IJ.l:.'題・して、背島産-の貝類や託銀し、各貝に36極、二枚貝に
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13種、一枚貝lこ8種、他にi額、合訂日程を琵表して置いた。その後 、調

査の結果更に23種金殻見し得たからここに遁補いたしたいof，品 、こ の他

に不明の極が相官獣あるが 、これは他日登悲し、た したい。

本調査に際し御指導会賜った中島助教授に感謝するa叉 、材料の蒐集

に輩J)された岩切芳郎氏にも併せて感謝r])君、を表する。

ー在貝の部

アハプヰ ヒヨフキ jjヒ(卒舟只)科

長20粍 rt15$宅

カツ去がヒ タウカムリぐ唐冠〉科

高65粍 直僅25粍

クダマキガ ヒ ググマキガヒ(管巻貝〉科

長50持 直径15粍

螺居11階

二枚貝の部

アカマテガヒ ?テガヒ(付ー担D科

長25粍巾18.粍高4.5粍

アリソガヒ パカガヒ f馬鹿貝)科

長110粍 r[J56粍高88粍

イソシジ E キヌタマスホガ巴 CfrMi呉蘇材貝〉科

長:35粍巾121宅高27~宅

カガ Eガ ヒ ハマ グリ C蛤〕手:1

長55粍 r[J20粍高55~!弔

カパず クヨ サラガヒ (lsl貝J科

小形 (大小不同〉

サメザラモドキ サメザヨモドキ(擾鮫肌〉手:lf

長32粍 けJ20粍 高知粍

スタ.レカ.ヒ ハマグリ (9:台〉科

長73粍 巾28粍 高43粍

チリボタン メンガヒ (而貝)科

長泊施 高31f;屯

ナミノコ ナ Eノコガヒ(波子貝j科

長23粍 r[J1n~宅 高17札

tソカ.ヒ マテガヒ¥11"-.2);fヰ

長28粍 rlJ35粍 高10路
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一枚員 の部

クルスガヒぐ別名フネガヒ) ヒラフネガヒ(司王舟貝)科

長22粍 巾15純高5粍

ニクイロカニモ Pガヒ オニノツノガヒ(鬼角貝)科

高37粍 直径8粍

ベヅコウイモガヒ イモガヒ(芋貝)科

高48粍 直径25粍

〈ニイモ イモガヒ(苧貝〕利

高17粍 直径10粍螺塔8階

ホシキヌタ タカヨガヒ「賀民〉科

長52粍巾33粍

ホラガヒ フヂツがヒ(藤津貝)科

長215i:屯 直径115;I~g

ムシロイモ イモガヒ(芋貝〕別・

長54粍 直径33:1時

ヤクジマダカヨ タカラガヒ(質貝j科

長55粍 巾33粍高2可宅

ヨロ 4ノソデ ス牛シヤウガヒ(水品貝〉科

長57粍 直径27粍

ツタノハ ペテルラ科

長22粍巾17粍高5粍

02.25. 1933.宮崎高等農林感校動物感激室にて)

室崎附近蝶類目録

農一王寺幸寛

宮崎市下北方守中心に双石山、青井岳に亘って行った毘品採集め採品

の目録である。総数68;種、四季により型令異にするものが10種飴あった

i ;b ~ドアグハ・サツマシジ t ・ムヨ サキツバメシジ E ・クロコノ?テフ

イシガキテフは南九!Nl¥i持有のもので‘採集個体盟主も多かった。

( 56 ) 
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下掲白銀中、@印争附したものは筆-者の採集には洩れたが脊在するこ

とを示すものである。又春型、夏型il'匝別し得るものには口印を附して

置いた。

1、あけはてふ科

ロ (1)

ロ (2)

口 (3)

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9 ) 

アグJ、テフ

キアグハ

カヨスアグハ

fカドアグノ、

ナガサキアグハ

モンキアグハ

クロアグハ

ジャコウアグハ

テナカ.アグハ

(l.O ) アテスヂアグハ (クロタイマイ)

2、しろてふ科

ロ(1) キテフ

(2) モンキテフ

(3) モンシロラフ

ロ (4) ツマク'ロキテ フ

(5) スヂク'ロテフ

(6) ツマキテフ

3、まずごら τふ科

( 1 ) アサギマダヨ

ムじゃのめて ふ科

(1) コノマテフ

( 2 ) クロコノマテフ

(3 ) クロ ヒカ 夕、

(4) ヒカ グテフ

(5) キマダラヒカ ダ

(6) コジヤノメ

(7) ヒメジヤノメ

(8) ウヨナ tジヤ j メ

(9) ヒメウラナ1::;ヤノメ

5、たではてふ科

C 57 ) 



(1) 

( 2) 

( 3 ) 

(4) 

(5) 

( 6 ) 

(7 ) 

(8) 

(9 ) 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 

(19) 

(20) 

(21) 

(22) イチモンクテフ

キタテハ

ヒメアカタテノ、

)1-リタテハ

ヒオドシテフ

ス Eナカ'シ

アカタテハ

660 

ロ

ロ プマダラテフ

コムラサキ

ウスグロコムヨサ=干

オホムラサキ

コi<-ヂ

イシカ.キテフ

サカノ、チテフ

@

口

口

@
ウヨギンへウモン

才ホウラギンへウモン

ウラギンスデ.へウモン

オホウヨギンスヂへウモン@ 

tドリへウモン

クモガタへウモン

ヅマグロへウモン

メスク'ロヘウモン

じみてふ科6、し

ヤマトシジ t

ヅノ，~シジ t

ムラサ寺ツノマメシ Y i 

ムヨサキシ ジ f

ウラナ tシ Y t 

トヨフシ ジ f

ウラギンシジ t

Jレリシジ t

ゐ 一 ‘ .-・.ベ ι1ン;/t 

( P) 

(2) 

( 3) 

(4) 

(5 ) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 

(10) 

ロ
サヅマシジ t

てふ科7、せせり

( 58 ) 
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(1) タ。イメウ-v.セリ

(2) アテノfセセリ

(3 ) クロセセリ

(4) キ?タ'.5セセ官

(5 ) ギンイチモンジセセリ

(6) ホソノずセセリ

(7) オホチヤパネセセリ(ノ、ナセセリ)

(8) チヤ"ネセセリ

( 9 ) コチヤノfネセセリ

(10) イチモンジセセリ

(昭和八年十二月十}日詑〉

宮崎市附近の蛾類

一一一農 山 ロ 鼎

毘お類中、蛾5~ 自は特tこ種類多〈、邦産の色のは既に約4000種を算し

てゐる 。その幼晶は俗に イモレシ、アテムシ、キクヒムシ、ナムシ、シ

ヤクトザムシ、ヰ、キリムシ等と都され、農休業には関係の獄に深いもの

である。

私は宮|崎市附近の蛾類に興味金持ち 、昭和八年i1Y月 十七日から十二月

末日までの間に於て、'広崎市附近を中心として、野外採集令行ひ、TI，l(;，ま

幼晶飼育会行ひ、或は燈火及び花に集るものを採集して嘗i'b附近に於け

る蛾類の種類の大要会知ることが出来た。下に之を掲けて同好の士の曇

:考に供する。

研究中懇切に御指導令賜った中島助教援にここ に厚〈謝意ぞ表する。

材 料

材 料の蒐集圏

市内、市附近、性吉 .度誠 、佐土原、}11 i'旬 、高鍋 、清武 、田野、都城

青島、飲肥、 j自律、倉岡

期間 4月17日より 12月末迄夜輩共

採 集 品目 鍛

( 59 ) 
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す-t-めが科

きいろすi"-め、とびいろす-t-め、おほしもふりすす3め、ほうじゃく、

ほしほうじゃく、くろほうじゃく、すきはほうじゃく、くるます-t-め

くろすかしば、おほすかしぼ、めんがたす下、め、うちす歩、め、ももす

がめ、せすちす-tめ、いつゅんせすぢず十め、しもふりすがめ‘ベに

す歩め、こすす。め‘えびがらすす3め.くちはす歩め、ぎん除しす-9'-め

しゃちほこ蛾科

もくめえぐりしゃちほこ、つまきしゃちほこ、ぎんもんす歩めも εぎ

しゃくと り蛾科

ちづもんあ告しゃく、しろすぢつばめあ会しゃく、しろふあをしゃく

かき'ばあやしゃく.ぴろおき・なみしゃく、つまきうすぐろなみしゃく

きおびべにひめしゃく、かほぐろひめしゃく、ふたつめしろひめしゃ

くしきふたすぢえナごしゃく、じt:えすごしや〈、ひょうもんえずごしやく

ますごらきしたえ?としゃく、ゅうま t:.'らえすごしゃく、うめえにしゃく、

とんほえt:しゃく、あみめおほえむしゃ〈、きおびごますごらえt:.'しゃ

く、〈ろすぢえすごしゃく、ちゃまだらえた.しゃ〈、ふとすぢをえずごし

ゃく、うすきっぱめえずごしゃく、きま?とらつばめえだしゃく、はがた

きえだしゃく、うこんえすごしゃく‘つまきうすぐろえずごしゃく、はぐ

るまえすごしや〈、あかえt:.'しゃく

こ〈が科

こくが、いが、こいが、もうせんが

ひけながが科

るりまへひけながが、うすいろひけながが

なが科

こなが、なつめこが

ばくが科

tまくが‘いもこが.ゃながはこが、うすくeろこが、へりぐろこが、

くろもんしろこが

かまが科

わたみが、みかんねぐろかまが、ひめごまt:らこが

かさ'りが李/-

かきのみが、りんごふさが

はもぐりが科

もものはもぐりが

( 60 ) 
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りんが科

しんくい、ももひめしんくい

はまきが科

くわひめいとびきはまき、ちゃいと びきはまき、とびもんきはまき、

とがりとびはまき、ゃなき'はまき、ふたつめはまき、くりのみが、な

しひめしんくいが.りんごしろひめはまき

はまきもききが科

つまきはまきもさきが、こうぞはまきもききが

めいが科

っとが、ほそすぢっとが、しろすち・っとが、き'んすぢっとが、さつま

っとが、うすぐろっとが、にくわめいが、さんくわめいが、くろすぢ

のめいが、せずぢめいが.くわのめいが、あわのめいが、なのめいが

わたのめいが、こめのしまめいが.ひめしろおびのめいが、もものめ

いが、まめのめいが、はちみつが .なしま't:'-らめいが

やが科

ともえが、はぐるまともえが、おほともえが、しろすちともえが、こ

しろしたば、きしたば、〈ぴぐろせずこ'-b;、きんすちあつば、くろきし

たあつば、ひめもくめよとう、たまなやが、うんもんくちば、よとう

がむくけこのは、ふたふぴこやが、しまカ、らす、あけびこのは、治、ぶ

らやが、あみめりんが、みってんあしぶとが、ふたとりが、しんじゆ

きのかわが、あj;、むぐりはが、ふさもくめが、 j;、ばふきしたば

ま?ごらが科

さつまにしき、うすっぽめが、ほfこるが、しろしたはたるが

かのこが科

かのこが、きは7ごかのこが

ききが科

ますごらまでか、あかしままきが、ひとつめまごが

すかしばが科

ももぶとすかしば、ぷをうすかしば

かれはが科

おびかれは、まっかれは、つがかれは、たけカ、れは

かき'ば蜂U~

おIl;b、き'ば、すj;、しかき'ば.うすき'めかぎば

いらが科

( 61 ) 
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いらが、なしいらが、あぞいらが

ひとりが科

べにもんひとりが、まへあかひとり、ごますこらきこけが、くわごま't:

らひとり

せみが科

せみやごり

除くとうが科

ごまふ怯くとうが

みのが科

みのが、ちやみのが

きくが科

ちゃ台、くが、きで・くが、すかしずーくが、まいまいが

こうもりが科

きま't:らこうもり、こうもりが

とらが科

べにもんとらが、とらが

つばめが科・

ぎんつばめ、おはしまつばめ

おびが科

おびが

いtきたが科

し、litこが

やままゆ科

ゃながみ余あを、やままゆ、さくさん、くすさん、しんじゅさん

かひこが科

かいこ、くわご

舎が科

あけはもさき

一年令遁じて峨の産生多く其の種類に富むが 、妹に 5月から10月頃迄-

は最も多〈夜燈火にも.やが、ひとりが、す-}.めが、めいが等の類が集

って来る。 12月20日にめいがの一種が燈火に飛ぴ来ったのが採集の足後

であった。

( 62 ) 
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室崎市附近昆虫目録

畜一 中野 E 隆

カ fキリムシ科

ベニホシ;/Jiキリ EupromusruberPalmer Bg8.6.4水源地

ゲンゴロウ科

コガタノグンコロウ Cybistertrpunctatus Qliver. 昭8.9.4高農水i到

カ tキリムシ科

ゴマダヨヵ tキリ MelanausterchinensisF orster. 昭8.7.:'¥ 下北山

タガメ科

タガメ KirKaldyicdeyrollei Villefroy 

カミキリムシ科

昭8.6.30 高農水田

ノコギリカ tキリ Prionusinsularis Motschulsky ng8.7.1下 北

セ t 科

ヒメハJレゼ iEuterpnosia chibensis Matsumura 昭8.7.13 下 北

グンゴ・ロウFヰ
""'<')レヵ・タグンゴロウ Graphoderesadamsi Clark. 昭8.9.4 高農水田

ガムシ科

カeムシ Hydrophilusacuminatus Motschulsku. 昭8.9.3 高農水川

オサムシ科

エゾカタピラ才サムシ Calosomamaderae F. 昭8.6.30 下北

コー'iムシ科

キベリアオゴミムシ Chlaeniusinops Chaud. ag8.9.4 同

tズ了カ?キリ手ヰ

タイコウチ Lacatrephesjaponensis Scott. 昭8.9.3 高農水間

コメツキムシ科

サピキコリ Laconbinobulus !V1otsch. 日目8.9.7 宮崎品11I宮附近

ゴ fムシ科

才オ、キペりア才コ-iムシ Chalaeniusculminatus Bat. 

昭8.9.4 下北

トンボ科

テウトンヰ.;Rhyothemis fuliginosa Selys. 昭8.6.21 同

イトトンボ手ヰ

( 63 ) 
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モノサシトンボー Coperaannulata Selys. 昭8.6.21 下北

トンボ科

?ユ タテアタネ SympetrumeroticulU Selys. 昭8.6.23 高農内

トンボ科

ヨヅボシトンボLibellulaguadrimaculate Linne 昭8.6.20下 北

ヒトリガ手ヰ

アカハラゴマダラヒト リ Spilosoma punctari Stoll 昭8.7.16 高農内

セセリテフ科

キマダヨセセリ padraonadara flava Murray. 昭8.7.15 高農内

コキベリ科

クロゴキブリ Periplanetapicea Shir. 昭8.7.15 間

ムシヒキアプ科

サキグロムシヒキ Machimusscutellaris coquilI ett. 昭8.7.26間

fチシルベ剥

f千シルベ Cicidelachinensis Degeer. 昭8.7.21 下 北

マダラガ科

サツマエシキ Erasoniasangaica Moore 昭8.7.2 同

?ダラテフ科

アサギ?グラ Danaistytia niphonia Moore 昭8.7.21 同

タテハテフ科

ツマク'ロヒヤウモン Argynnishynerbius ]ohanssen 

昭8.6.26 高農内

タテハテフ科

ヒヤウモンテフ Argynnisdaphne rabdia But1er. 昭8.5.7 下 北

タテハテフ科

メスク.ロヒヤウモンテフ Argynnissagana Poubleday. 

昭8.6.8 下北堤

ジヤノメテフ科

コノマテフ Melanitisleda L. IJg8.6.8 下 北

タテハテフ科

イシガキテフ Cyresthisthyodamas Boisd. 昭8.5.7 下北水源地

アグハテフ科

アオスジアクーハ Papiliosappedn L. 昭8.7.5 下北

アグハテフ科

( 64: ) 



アオスジアグハ Papiliosapedon Linneus 

シ ロテフ科

スジグロシロアフ Pierismelete Menetries 

シ ロテツ科

667 

昭8.5.7 下北

昭8.6.27 同

モンシロテフ Pierisrapae crucivara Borsduval. 昭8.7.3 問

シジ tテフ科

ペ ニシジ t(春型)Chrysophanus plaeas Linnaeus. 昭8.6.21 高農内

タテハテフ科

コム ラサキ Apatura ilia substituta Butler. 日目8.7.6 下 北

アグハ テフ科

ナヵ・サキアグハ Papiliomemnon Thunbergi Siebld. 

昭8.7.6 問

アグーハテフ科

ジヤカウアダ~、 Papilio slcinous Klu6'. 昭8.6.17 同

アグ.ハ テ フ科

クロ アグハ Papiliodemetrious Cramer. (会♀j 昭8.6.23 同

アグハテフ科
〆

アグハテフ Papilioxuthus Cramer. (1;'♀) 昭8.6.13 高農内

ヤガ科

トモヱ;(1'Speiredonia japonica Guinie. 昭8.8.29 悶

タガメ科

コオヒムシ Diplonychusjaponica Vui1lefroy. 昭8.7.26 高農水田

テントウムシ科

ニジウヤホシテントウムシ Epilachnaniponica Lewis 

昭8.7.11 高農農揚

ミツ'ムシ~~

2ヤナミス。ムシ Sigaramiyakei Matsumura. 昭8.9.7 高農水田

テン トウムシ科

ナナホシテントウムシ Coccnellabruckii Mulsant 

6g8.9.7 宮崎紳宮附近

カ メムシ科

y')レシラホシカメムシ Eusarcorisguttiger Thunberg 

昭8.8.28 下北

ヤンマ科

( 65 ) 
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カトリトン 2ド Anotogostersiefaldii Selys. 昭8.9.9 高農皮=場内

ハムシ科

アカグピナ )jムシ Criocerissubpolita Motschulsky. 

昭8ふ7 高島

オサムシ科

ゴ fムシ Anisodactylussignalus Illiger. 昭8.7.26 下北

双石 山 採集

トンボ科

ウスパキトンオ4・ Pantalaflavescens F. B~8.7.2 
代、、.J. ~ ~. バb干‘噌

トンボ科

シヤヴジヤウトンオ;'Crocothemis servilia Drury 昭8.7.2

タマムシ利

才パタマムシ Chalcophorajaponica Gory. 昭8.7.2

ハムシ科

アカクピナガハムシ Criocerissubpolita Motschulsky 昭8.7.2

fチシルィ科

tチシ Jレ，ミCieindelachinensis Degeer. Ag8.7.2 

タテハテ ウ科

イシヵ・キテ フ Cyresthisthyadamas Boisd 昭8.9.3

アグハテフ科

ジヤカウアグハ Papilio slcinous I<luy. 日目8.9.3

背 11:岳 の採集 (11{:¥;f:1.1八年五月一1日〉

マダヨガ辛|

ホタ Jレヵ Pidorusglaucopis atratus Butlet 

タテハテフ科

ヒヤウモンテフ Argynnisdaphne rabdia Butler 

タテハテフ科

アサギマダヨ Danaistytia niphonica Moore 

テンサン科

才ホ fス・アテ Actiasartemis Bremer. 

ヤンマ科

i )レンヤン"? Planaescpna milnei Selys. 

( 66 ) 
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青井罷昆轟目議

農 楠本健 './. 

COLEOP.TERA 鞘切目

事

Cicindelidae 斑蛍科

Cicindela chinensis Degeer. ハンメウ

品 <;r亡?子 ρ l.iWl.Y，.4、 pnni~ マペes. "JI' 'i'ノ・.， r 'シ

calkMar-鍔詰!九… 川 ぬ竹，
τ Cふ0帥 mad巴ra巴 ね削仙lr凶riωi

Si口lp凶hi凶da日e 埋葬虫科

Ptomascakus morio kraatz コクロシデムシ

Teleporidae 埜科

Athemus suturellus Motschulsky ジヤウカイヰぞン

(Jelephorus叫 urellusMotsch~向ジヤウカ 4 ボン松村氏〉

Lyponia quadrieollis I<iesenwetter カクムネベニ.>1'タル

ChrysomeJidae 金花虫科

Asp.idomorpha dぽ ormisM批判軌sky ヂンがサ川ムシ

Scarabaeidae 金箱虫科

Adoretus tenuismaculatus Waterhouse チヤイロコカーネ

Glyphona fulvistemma Motschulsky クロハナムク'リ

Trichius japonicus Jans、 トヨハナムク.~り

Phileurus clunensis Faldermann コカプトムシ

DIPTERA，饗遡目

Syrphidae 食腕科

Voluc!!lla tabanoides Motschulsky スカシベツコウハナアプ

LE PIDOPT ERA. 鱗麹目

Papilio吋idae アグノ、ゐa.f~

Papilio memnon Linnaeus ナガサキアグハ

P. helenus Linnaeus モンキアグ:rハ

P. .alcinous Klug ヂヤコウ 7グハ

P. bianor Cram カラスアグハ

C 67 ) 
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P. serpedon Linnaeus クロタイマイ (アテスヂアグノづ

Pieridae 粉蝶科

PiZ込.o:apaeLinnaeus モンシロテフ

P.晶晶子i、Linnaeus スデク'ロテフ

Midea scolymus Butler ♀ ツマキテフ

Colias hya¥ Linnaeus モンキテフ-

~雨宮cla:e:骨 Boisd ツマグロキテフ
ふ札制叫. ル~

Nymphalidae タテハテフ科

A仇rasd出t

Pichorrhagia nes討iJilachusBoi恒sd ス fナカ.シ

Licaenidae シジ fテフ科

Amblypodia japonica Murr ムヨサキシ シ t

Danaidae マ夕、ラ予フ科

Danais tytia niphonica.Moore アサギマタ'ラ

Hespelidae セセリテフ科

N otocrypta curvifasc弓Feld'l クロセ、リ

Rhopalocampta benjamini Guer アテパセフリ

Satarupa tethys Men タ'1s ウセ‘リ

Leplalina unicolor Br号m et Grey. ギンイチモンヂセフリ

Parnara guttata Brem. イチモンジセフリ

Satyridae 蛇目蝶科

Melanitis leba Linneaus コノ?テフ

Saturnidae 天盤蛾科

Actias artemis Brem 才ネ fズアテ ?(体色黄褐色令室せるも の)

Geom叩 idae 尺蛾科

Thinopteryx crocoptera Kallar キ γ ター ョツノ¥sエタ4 シヤ ク

Ephoria arenosa Butler サ ラサエタ・シヤク

Epicopeidae アグハモドキ科

Epicopeidae hainesii Holland アグノ、モドキ

Arctiidae 燈蛾科 %引匂

Spilosoma lubricipeda キハラゴマダラヒトリ

Noctuid日夜蛾科

Nyctiopao crepuscularis Linnaeus オホトモエ

Speiredonia japonica GU'enee トモヱカ.
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NEUROPTERA 脈麹目

Corydalidae 蛇麟蛤科

Protopermes grandis Thumberg へピトンJド

PLECOPTERA 宥t麹目

perlidae 積麹t益科

perla tibiolis Pictet カワグヨ

TRICHOPTERA =f:麹目

Leptoceridae 長角石f:;t科

Mystacides azurea Linnaeus ア方ヒグナガトピクラ

ODONATA 直遡目

Libellulidae 鯖蛤科

Orthetrllm albistylun~ Selys シホカヨトン ~T:

Calopterygidae 河鯖鈴科

Mnais costalis Selys カノ、トンボ

Calopteryx cornelia Selys "tヤマカハトン寸ぐ

RHYNCHOTA 有吻目

Coreidoe へリヵ";) 科

Molipteryx fuliginosus llhler オホへリガメ

]assidae ョコパへ科-

Cicadtlla ferruginea Fabricills ツマク'ロオホヨコノfへ
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以上託し1:昆員長1:1:昭和八年五月七日 リy ヰ舎主催青空|ニ岳採集合常日の採集品の

目銭であるが、認すさ二ろ僅かに凶姶費支種にすぎない。五月頃の採集品さ Lて非

常に其の種績の少ないの11一つ1:1:最も普遜に居ろ極類や探集 Lなかっ1:さ云ふ事

が一大原因であるが、{也面種類の少なかっ1:事 L叉否めない事I廷であろ。 此の事

11.第三回目の採集の時に L同様であつれ。併 Lながら種類1:1:少なかっれが此の外

lこ;於て、 y了で 7 r ソ . '1ロハナ ムゲ 'J. x )7'カ..， ピ ロすサム0/..サ ラ サ x~'

Vヤ '1. アゲハモドキ等が今回の採集目銭中に見られれ事11.快心のzれであつれ。

叉卒素11.非常に飛掬が~;Ò'で採集 Uifh 、アチバセセ V がイチゴの議中に数十頭も

其の花蜜1J:.吸牧して居t:の浴後見し易々惣頭iI'乎に入れる事が出来t:の L愉快な

事であっ1: 。伶I~活目指導や賜つ 1: 中島先生並ぴに貴重な標本の自由f昔覧や許され

1: 同級住言者兄に射して鈎l 捻(}.~ しなげればならね事11:Hymenoptera (j良麹目〉の

自銭た作り得なかっ1:事であるが.此11:次回に必ず後表するつ Lりであるから御

諒怨らお顧する。 c昭和八年十二月二十一日記〉
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優 墨.
昔i3i:-

四 本正秋

撃

本年oヲ五月三十日 に、化・事に居られるT氏が私の室長に、 「四本語ー是れ

は何んむらうか!と言って一枚の密柑の葉を持って来られた 3 私は密柑

の葉巻受取って 、ウドン ダが附着してゐるのぞ見て「これはウドングで

す」と@[lち草!購蛤頒の卵である事ぞお答へした。而してそのウドングセ

ば私が頂いて、ペトリ阻の中に入れて飼育舎初めて見たu その時分卵は

大分操味会帯びてゐたので、此奴は二三日中に卿化するだろうと楽に待

ってゐfこ。

明けの日の六月一日に調べて見ると、恰も良し丁度卿化する鹿であっ

た。ウ ドン ゲは御承知の知〈、摘の先に卵が解者してゐるのであるが、

此の卵殻の先端がlii~けて、先づ胸部背面から出て来る。その時分鰯角、

/ltll ，尾部は揃えて出て来、凡そ八分通り出 ると幼虫は次第衣第に 、尾部

は固定したまま、頭の方や持ち上けて来る。すると l別層器は各k バラバ

ラに離れて来るが、尚も虫は逆になって、殆4ノtp-背面が卵荊に密着する

までヒヅクリ返る。而して鮒角、脚等をパラパヨにする。 Wiくして哲く

すると体や元の位置に返し、脚で荷葡して荊を侮ってl傑り、食物令探し

歩くのである。

草原j蛤類は幼虫成虫共に腕虫T食べるのであるが、飼育しゃうと忠ひ

しものの、防虫会探すに非常に骨の折れることと思ふてゐfこ。鹿が計ら

がも化製宜験室と、動物質l控室との問に挑の木が三本程植えてあるが、

その桃の木にそれはそれはおびた J しい鰐虫の寄生してゐるのを見付け

たので、此れ幸ひと毎日捕えて来ては飼育した。

幼虫は初め妨虫{e食べるのj;、と思ふてるたが、此れは食べるのではな

いo此の幼虫の形態の苦手は他日に譲って 、幼虫は大きな尖い南方ーからは

さみ得る牙一大顎にろうと思ふが、ー令持ってゐて、それの下に又それ

よりは帝III~ 、牙令持ってゐる。上の大きな方-で.ジヅト蛸虫の体{eはさみ

下の小さいうヂで血液令rmJ&するのである。一匹の m~虫や吸J& して皮のみ

になすまむ凡そ十分位掛る。新くして衣第に肥大して十日位にして繭や

作り中に化揃する。そ の繭は自く.トテモ可愛い小さなものである。竪

は可成りある。イヒ摘の後凡そ十二三日して結のスガスガしい麹を持った

成虫が出て来る。成1liま交尾産卵由主演めは直ちに死ぬ様に .兎に角短命

C 70 ) 
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な列に出るのであるが、 誌が挑の木から六匹の成虫~捕えて来て ペ トリ

1lllの中に入れて置いた庭、一匹はその嘗日、三VIは四日 目、二PJは六 日

目に死んでゐる。

T氏か ら貰ったのは密柑についてゐたのであるが、桃の木にも津山つ

いてゐたので、それを材料として幼虫期間に於いて何の位の羽虫安食べ

るか調べて見たむ極く少載の物令以つての調査であるからE確なも のと

は言ひ得ない。

No.l No.3 No.3 役奥朗:虫鍛

6J113[J (18目〉 12 9 17 30 

14日 (2日目〉 13 10 6 30 

15日 (3日目〉 10 9 10 10 

16日 (4日目〉 υ v 14 8 15 

17日 (5日目〉 18 11 17 20 

18日 (6日目〉 40 28 40 40 

19日 (7日目〉 65 70 70 70 

20日 (8日目〉 91 94 78 100 

21日 (9日目〉 62 98 56 100 

22日(10日目〉 11:自前 14 化自前 50 

言十 316 357 302 

初め二日はごの位食べるか不明の熔凡その童文量そ奥え 、六日目か ら急、

に食べ、る量が増加した。七日 目‘八日目は盛食期と思除しく 、不足して

補った程で 、充分飽食せしめねば今少し合計数合増加する様に思はれる

以上の如く幼虫は一匹で一刺殺な調査ではあるがー上の知き取量の腕

虫令捕食するので 、腕虫の被害が幾分樫滅されること ‘忠ふ 3 一Jlfの雌

は凡そ一度に十個内外の卵4量産むのであるが.此の卵から Isた幼虫が上

の如く 食べるので 、 ~~虫の殺される数はおびた冗しいものであろう。

先{立成虫 も!l!Jf虫-a食べると主sベデこが、そめ量は幼虫に比べれば鍛える

に足らない程少い様である。私はまずご斑卵の駅態をば凡てゐないのであ

るが、横山先生のオ3こを見ると、 F品端-æ ~hfjて密着せ しめてゐるが 、::9(第

多;第に尾を持ち上けて行くと柄が出来その柄の先にボツンと一個の白い

卵や附け る 、 と書いて ある。ウドンク.は草~融合類が作るのであるが 、 君、

の観察する庭では、ヨヅボシクサカグ.ロウとクモンク サカゲロウのニツ

材、間違ひなくウドングを作るつ

ウ ドン グに就いては普から良〈務手与を捨ぐのであるが 、要すZに是は

吾h 人聞の自に鰯れ到t<. ~、って珍らしい物であるが故であらう。又そ
( 71 ) 
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の構造が如何にも面11I秘的で、天から|際ったか、地から溺いすこか、知らぬ

聞に作られてゐるが儒であろう 。 ( 1933、9、30ノ

宮崎懸のひる及びみみずに就て

農三 キサ 木 番

I 宮崎市を中心とする分布!日t況

体節動物のヒル、 i ズは故に於て質に多いものであるが、其の種類

に於て甚7こ少ないのである。採取しずこものを感けると tズ六種 ヒル八

種で其の中三種は不明なものであった。宮崎市令中心として其の分布駅

況を見るに、ヒル類に於て最も成く且津l幻ゐ るものはシマイシピルであ

る。殆んき至る所に生存して居る(，最も津山ゐるのは赤江村、古滅町で

ある。本庄、盤、清武、田野、高鍋、富田でも多A採取することが出来た

ウマピル、チスヒピル、チヤ 4ピル、?キピルは其の敏が少ないo ウ?ピ

Jレ、?ネピJレは常に濁水の溜ってゐる湖沼に生存して居る o江卒池には

可なり多〈ゐる。下北及農事試鴎場前にある水溜に も居たのである。チ

スヒピルは赤江、都農で採取した。チヤイロピルは本校水田附'jftに居る

ひるの分布駅況より 考へ見るに一般に山間地の冷水の甥き出る所や酸

化鍛の湧き出る所はひる類の棲息するに不遁嘗である ことが知られる。

叉海岸近くには臨分の害と叉ハマガニの食物となるため其の車交が大農少

ないのである。

i iズ類は至る所に棲息して居る。最も津山居るのは普通の iズで

ある。耕作地に居るのは殆んき此の類である。腐植賀多き土嬢には繁殖

旺盛である。オホ iズの如きば落葉等のj禽植賀の多 〈堆積してゐ る山

間地に見出される。

ウii iズは海岸地借では至る所で採取する ことが出来た。乙島及青

島海岸に多く居る。

-vi ズ、イト iiズ、ェ;7i iス'は7J<.中に産するもので、比の類は

非常に少ない。下北池で採取したのみであった。

11 ひる、みみ1'"の概括

ヒル、 iiズは雌雄同体である下等な動物である。故に内部的に特別
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なる組織を有し特殊なる器官が震建し特獄なる作用ぞ司ウて居る。

交尾iit-卵にも仙のものより一種異った方・法令取って居る。

ヒル、ズの農業上或は入畜に及帰す彰響Iま可なり大なるものであ

る:其σ7関係を述べ、て見ると歩;の知くである。

ヒノレが古来から棒術上に悪血吸J&に用ひられてゐることは一般によく

知られて居る。近時此のために使用するチスヒ・ヒルを育成して居る所も

ある c

然るにー;ケヒノレは耕作中の人蓄の破血iをなす害は釘論作業能率ぞ減少

せしむることぞ率け得られるo 市jしてヒルの繁殖1:-Jj象防臨除する必要が

あろ 。 其の方?去を衣に是非~}て見ると

γ 1、耕作時は素足にならぬこl:.c 

2、捕殺すゐこと c

3 、混「日及び湖沼の~i]き排水の出来得る躍は排水工事・ 4台行ふこと。

4、石次1:反首40貫位施す時はヒルは著しく減少せしむることが出

来る C

5 、ヒ).の~øßに&、要なる雑草及び他の雑物ぞ除去すること。

等である。

多;に iiス棋の農業上に及ほ、す彰響は土壌の理事的性質を向上せしめる

I1W0土中に無扱の小穴や設け気流を良好に しE好気性菌の繁殖を促すも

のて ゐる。倫ズ、の体内を遇った有機物は糞となって土壌に肥料分令

奥¥てゐる"i¥)clこiiズの食糧たる有機物を多量に施すことは iズの

繁殖を?旺盛にし立の効果を妥袋幸kセ是感界t付1

;不干不〈利なる駒として播醇陸-しTたこる小程子を浮きあがらしめ護芽4舎b害じ若葉4ぞ旨

枯死せしめること がある。併し、.さう害の大きいといふわけではない。

街 iズや乾燥せしめ粉末とし地龍と都して貰り出されてゐるむ解熱

剤として非常に効果のあるものといふことである。此のE喜朗方法の研究

も今後盆k 護謹するものと考へられる。

Iil採取目録

みみ歩、類

みみ歩 、し まみみ子、うみみみ歩、まみT'いとみみ子、おほみみす・

えらみみ歩。

ひる類

まねひる、うまひる、しまいしびる、ちすいびる、ちゃいろびる。

次に採取地及採取種類守容け・る。
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1、本校水田

みみ-t.二種 . . .・ H ・..…みみi~' 、しまみみ-t.

ひる二種……...・H ・..しまいしぴる、 ちゃいろぴる

弘宮崎鯨児湯郡高鍋町

ひる一種...・H ・..…...しまいしびる

3、?寺崎!騒児湯郡富田村

ひる一種…...・ H ・..…ちゃいろぴる

ム宮崎勝鬼湯郡木脇村

ひる一種'"・H ・..……しまいしびる

5、宮崎螺見湯郡都農町

ひる二種……・H ・H ・-・しまいしぴる、ちゃし、ろびる

6、宮崎市外赤江町

みみ歩二種'"・H ・..…みみ歩、しまみみす司

ひる二種'"・H ・..……しまいしびる、ちすいびる

7、宮崎市古城町

ひる一種...・H ・..……しまいしびる

8、宮崎牒宮崎郡清武村

ひる一種...・H ・..……しまいしびる

みみ歩一種…………しまみみが

9、宮崎勝宮崎郡青島村

ひる-l重一・…'"・ H ・..しまいしびる

みみ守一種'"・H ・.....うみみ-t.

10，宮崎市江卒池

ひる四種……………まねびる、うまびる、しまいしびる No.l

「不名)

11、宮崎市下北方

ひる三種…'"・H ・..…しまいしぴる、うま ぴる No.2(不名〉

12、宮崎勝田野村

ひる二種……………しまいしぴるNo.3(不名〕

13、宮崎勝乙島

みみ歩一種…'"・H ・..うみみが

14、宮崎鯨東諸蝶郡本圧

ひる二程一…...・H ・..しまいしびる、まねびる

(日前日八年十二万二十三日詑〉
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宮崎市附近の蜘妹類

農三 矢野次郎

コカ";f'、ク'モ Argiope amoena L. Koch 

普通に見る種類で、宮崎ではキンコプと云ふ。子供が捕えて喧嘩

そさせる。

ナガコガネ グモ Argiope bruennichi Scopoli 

コガネ グモに似てゐ るが、腹部は長大で、敏僚の横紋がある。飴

り見らない種類。住吉牧揚の松林で採集した。

オホヒメク'モ Theripion tepida.riorum C. L. Koch 

腹部は球形に Lて動斑がある。家屋.人家附近に多 〈僚網{e遺る

オニク'モ Araneus vtentricosus Koch 

初夏の候から秋にかけて夕刻iliて、軒、電線に菓t.e作る大きな蜘

株っ腹部肩に鈍い隆起があるο

ヤサカ.タアシナヵ・グモ Tetraguatha japonica B. eC S. 

~に述べるアシナガグモより少し細い。腹部は黄色で光る。

アシナヵ・ク・モ Tecraguatha praedonia Koch 

腹部は長い柱駅。到る鹿に見るものである。

シロカ.ネグモ Leucauge beanda L. Koch 

腹部下面と側面上竿は銀色で上面に‘三本の暗褐僚慣面に一本の

縦燥がある c

コポ tグモ Cyclosa 8 tuberculata Kavsch 

腹部中央尾部に突起会有する。皆で八個ありの菓の中に食樺を集

めて、っぷりその中に潜んでゐるので、一見塵ばかりと思はれる

デグモ Atypus Kavschi Doenity 

垣根の下方に袋を地中に作り、その中に住むもので、つやのある

蜘株である。大顎が良〈護謹して頭部の先端に突出してゐる。

アシタ・カク.モ Hetevopoda renatoria 

夏の夜なき、人家の壁に這ってゐる脚の長い気味の良くない蜘除

である。

チヤスヂゾ、ヘトリグモ Plexippus paykulli (audouin) 

ハヘトリ ク'モ中で最大のもので、体長は十粍や越える。体の上面

中央に縦の候斑があって、それは腹の後学に於て康くなってゐる
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雄はその雨側カZ濃い茶色であるから 、こ の手I~名が起ったのである

家の中にゐる。

fスヂハへトリ ク'モ Plexippus setipes Karsch 

前者に良〈似てゐるが、体色はI境褐色で、腹部七聞には三つめ縦

斑がある。家の中にゐるの

川ナク'ニE- Misumer.a tricuspidata 

草間に多い。腹部は緑色、脚l対話で黄色を帯びてゐる。脚iま自ij二

本が長〈、後二本の二倍よ d長いのが特徴である。

テナガク'モ Ariarnones cylindrogaster Simon 

大型:1こ形態の箆:ったもので、腹部が小さく長〈、延びてゐる 。 ~{~

色を呈し、脚を揃えて、巣lこ下ってゐるのは、中 ，IcF.lに着きにく

いコ青島の林中に探¥111ゐる。

カレハヒメグモ Teutana teansvers ifoveata B. et S. 

腹部は長楕聞形、樹聞に遺巣し 、昆虫を捕食す。枯葉に良く i以て

ゐる。

ササク..-1:' Oxyopes sertaus Koch 

草葉の上にゐて餌~fifì食す。 脚に刺の多いのが特徴である。

スヂ.プトハシリク'モ Dolomedes pa1lita，sis B. et. S 

腹部は卵白色で次色の小品~~撒布する。叉肢い僚が-ttï!ある。水

惑の草間に多 Go

アツ"7カニグモ Xysticus insu日colaB. et S. 

各地の草上を榔f回するもの。後二本の脚が首i二本より更に短小で

ある。カニに{以てゐる。

スヂボゾハシリク'モ Dolomedes augustivirgatus Kishida 

腹部は長く、中央に黒褐の僚がある。背甲、腹部の斑がスヂプト

ハシリク'モと比べて細い。7k惑の草聞に多く 、水面~走る。

タ?ゴク'モ Vonops corticalis B. et S. 

体長二粍内外の小型のもの、 幕開に多 し心

シロカ'ネヰソウロウク'モ Argyrodes bonadea Karsch 

銀色に輝く、腹部の小さし、もので、大きな外の蜘妹の網lこ居11史，を

する。

コサラク'モ Microneta mascula Karsch 

額〈小さいものでー粍足ら1'"で 、草間に多い。

ヌサク'モ Lityphante号dubiusD. et S. 
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腹部に黒色の特異な斑紋令布ーする。

ドョウク'モ Meta doenitzi B. et S. 

非常に締麗な蜘妹で田園に多b、。夏の土庁lに出現す る。

トウ ホシ ドヨウク'モ Meta decimpunctata I¥jshida 

腹部に十個の斑紋や有する o締麗なもの。

(11自利八年十二月二三十日記〉

宮崎票率産鳥類目録

農三 赤 司 魔

鷲虎掛il.

かし、っぷり はじろかいっぷり

鷺 科

じいさ ぎ しらさぎ

鵡慈科

うみう

Ftv 

自
崎

町
叫

1雁

お しき り まがも まがん

!時限f科

くますごか とび iまJやぶさ

雑科

きじ やまきり うつら

f1~鶏科

しがも ほほじろがも

ひく ひな ひめくひな くひな ばん

髄 科

すごし、ぜん Tこしき やましき' たましき'

鴎 科

ゆり t;、もめ かもめ

鳩 ~i'1 科

おi-Iぎと きじはと

本土fj.f，jt-l
ほととき'す
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。1¥法{曾科
ぶツ fJoうそう

菊翠科

かわせみ

呆鴎科

きうしうふくろう

蚊母島科

よTこか

八色鳥科

ゃいろて う

雲雀科

ひばり

鵡備科

せぐろせきれい うす昔、みせきれい きせきれい

キ島科

ひょt号、り

鵡科

じゃうびたき

くろつく読み

縞 科

おlまるり

驚科

おほよしきり

綿織科

みそささ'い

燕科

とらつぐみ

こまきり

こよしきり

つばめ こしあかつばめ

連雀科

ひれんじゃく

J!高科
もすも

四十雀科

しじうがら やまがら

鴻科

つぐみ あかはら

うぐひす こむしくひ

はしぶとがらす はし除そがらす かけす
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掠鳥科

むくさ・り

繍眼児科

めじろ

雀科

いt;、る

ほほじろ

まひわ うそ すす芯め

みやまほほじろ あやじ

要 録

にうないす1炉め

しめ
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観賞蒙による鳥類の白1t 雀、十姉妹等の脱毛期に硫黄撃を少量粟に混

じて奥へると褐色の羽毛が失はれて白雀、白十姉妹が生十る。多量では

有害であるが、少量では別段害がないゃうである。 c林三別府豊〉

マユハキタケ脅易に産す 昭和八年二月十九日に青島島内のタプノキの

樹皮上で珍らしい菌翠を護見したが、その後精査の結果、 T ユハキタナ

(Trichocoma paradoxa Jungh.)であることを知った。本邦でも稀なる

嚢菌である。(日野 巌〉

十二月言十日にイシガキテ 7を獲る イシガキテフは双石山1ぅ、ら青井岳方

面に特に多い南九州特有の蝶であるが、昭和八年十二月三十日に宮崎市

神宮町の自宅附近で捕獲した。採集月日 と揚所が注意に値するやうに思

ふから記して置く。(農一 日野登米雄〉

エ jf~ リタケの中選 昭和八年九月二十日宮崎騒児湯郡木城村大字高城

字百合野に於て児玉重行氏の一家四名が不明の輩を食した中毒したのです

大騒会演じたが、その輩.a本校卒業生三鍋景澄君が筆者に詮付して下さ

った。鏡検の結果、ニがクリタヶ (Hypholomafasciculare Fr.) であ

ることがわかったふこの輩の中毒例はあまり聞かないが、釘論食用輩で

はない。長野勝では食用に供する場合には、茄子、豆腐なきと一緒に煮

て食べるさうである。ーこの揚合の豆腐は食しではならぬとのことである

ニガクリタケの中毒例として記して置く υ (遠藤 茂〉

オホ Jムシタケ米夏f二重量す 宮崎鯨児湯郡東米良村大字眼鏡字古別嘗に

於て同地郵便局長奥松氏夫人が才ホノムシタナそ漉られて筆者に恵贈さ
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れた。寄主は方言マ ルガシラと栴す る毘t誌の幼議で、同地ではミれがサ

ルカキ(サルトリイパヨ〉に化すると俗侍してゐる。採集されたのは昭

和七年七月一日と のことである。 CE!野 磁〉

オホヌカキピ膏罰事すに君主す 筆者が昭和七年十月三十一日青島村で採集

した Panicum はその後京大井理l事士に設付して鍛定令乞ふと亦ホヌ カ

キピとのことであったο 同氏によ ると、九州では劫めての採集であ ると

の ことである ~ c遠 路 茂〉
.、

マユハキ 〉 ケ行1:~ UJにも産す 日野氏が青島で初めて採集された"7.=>..ハ

キタク{ま、その後筆者は昭和八年三月二十問日に行際紳枇境内の杉の持

株上で採集 した。新産地として抱けて置く 。 c遠藤 茂〉

錆ヰで出来た竹林 宮崎勝児湯郡東米良村尾八重にユガ コ 「メダ?のこ

と〉の竹林が一反歩ほきあるが、これは今から約60年ほきfiiiに焼却lを行

った折 4その畑主が枝にしてゐ?こ梓守地に帰したのが元で繁茂したもの

といふことであ80台i暫扉東の瑞竹林と思ひ合せて珍らし〈思ったので

こニに言巴す。 C);主二 日高 mi) 

総 nl'松 1・崎郡児湯郡三納東償 J元にある有名な黒松を鍛松と聴

し幹の底 k に環H夫に鎧の如く垂れた部分がついてゐる・のである品その

鎧の部分の下部は蒲鉾駅に隆記してゐる 。 その数は西北面のみで~O齢あ

る。松の高さ約1，22米、周間 3米に謹する。普はもう一本あったが伐うすこ

とのことであるの{専設による と、天iE五年伊東三位入選が米良に落ちて

行〈折、ここじ休息し鎧や掛けたと俸へてゐ る。品種的の形態的異駅で

あるか、後天的の生理的鐙化かそれと も病的盤献であるか判明しないが

珍らしい崎形として報告する。 c良二 日高醇〉

金明f唱の産地 宮|崎螺児湯郡新田村砥閣僚河野正氏宅裏のマダタ林に

生年前から匂z年2本宛金明竹が生字、ろさうであるの 一部分令指11祉に奉納し

たとい段、今では6本建ってゐる。 c良二日高醇〕

シマヘピとト カゲの関電E 昭和八年七月十六日に児湯郡米良村瓢輩淵の

ーツ額川に沿うた鯨道上の排水路で起った事{lI:であるが、シ?ヘピの前

而にトカグが何も知ら""9'-に現tまれたと見る問に突如シマへどはトカグのー

阻:門の附近に噛みついて自にも止らぬ早業でトカグモクツレクソレ巻に捲き

締めずこ。トカグも苦しみながらシ?ヘピに喰ひっかうと あせったが惑に

l~Jぎ""9'- ，約5分の後には敢えない最後令とけた。(農二 日高藤〉
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宮崎市llti湿菱重量序二三 私の採集品から衣の数種Je摘記する n カシ イボ

ナフシは昭和八年七月三日に鰐家山で得たが、カシの葉に直径2-3tリ

の病朕物を生じ裏而は凹み貨褐色の毛苔.4b生 じこれが後にi密褐色となろ

この揚合周閣に責褐色の郡分を輸朕に残す。ヨモギナタマフシは同年四

月三十日に市外源慈で得たが、ヨモギ0)葉裏‘葉柄、重に印図形の衣褐

乃至斑会生じ表面r:白色長毛'e密生する c 直径8-9iリの斑で、壁厚〈

中央に楕田]%-の幼品室を作る コイ ヌツグタマフシは同年五月鰐壕山で得

たが、イヌツゲの葉)肢の芽を球朕に膨大する o 直径lO--l1iリで、 総色

柴賀、闘筒形の幼最安を作る。幼盆(主体の牢分.terr外に出して踊化する

ケヤキフクロ ム、ン{玄関年七月二十八日に寄宿舎の側で得たが 、ナヤキの

葉に黄褐色の袋駅体令生-t-.る。表面は卒滑ではなく、側喉'1t薄〈、 E置室

多量である q 幼轟の脱出した孔は住L側面に縦に害IJ目.te生じてゐるつ高 3

10-13 i. 1)、直径5-6i.リである。 良三 (伊地知基霊〉

・内大箆山の昆轟 内大臣山とは熊本螺上益城郡吉き町から南方約三里字

国見獄(1738.9米〕の山館lこ住り 、海抜1.000米をに算する原始林に富んでゐ

るの私が昭和八年九月一日登山の折、イカりテフ、テングテフ、サカ ハ

チテフ、イチモンジ、 Jレリタテム 、アザギ?タ'ラ、ナ jlサキアグハ、ウ

ラギンへ，ウモン、ウヨギンシジ f、コモスヂチフ、クロスヂテフ、ナナ

フシ、トラマノレパ子、コノ、ナモク.リ、ヒ j コガキ、.キスヂノ、ナナガノマチ

害事会f皐fこO. (農ァ 岸本清三郎〉

正誤表

貝 ザ，了} 諜 正

10 ヨ0 砕!瓜のキメラ ー 南瓜のキメ ラ

10 22 カメラーに ーカメ.7fこ

10 22 カメラ ーと キメラと
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宮崎リシネ曾略史【績】

山口 鼎 ・ 村 木 番 ・ 伊 地 知 童 基 ・山中岩ー

館四十三悶臨時繍愈

期日 昭和八年-Jj二十三日午後七時

場所合併教室

題

1.開曾ノ鍛

2.小島二種紹介

3.南海産貝類の話

4.幹事改選

幹事

岩切索

中島先生

5.合員リ一部艶更lこ闘する評議

6.茶話舎

議演略言E

岩切君 胡錦鳥・・・赤胡錦鳥，累湖錦

烏， j車協鈴の三種があるが互jl;';筆者の

設に依るさ赤坊錦が原種であるさ b、ふ

l.或事者11黒が原種fございふ。二の

鳥の雄略の鑑別11.雄11サエヅ Iレ叉色

が淡いc

脊策f号賜膏・・・・・・濠州の南の方に野生

してゐる、業11樹幹lこ穴たあげて作り

その中で抱卵する.これは波リ鳥であ

るが.i5'が先波り住家に見つげてから

♀が波って行<.脚の指に待徴がある

飼 11れt~の 11今より 180年前か初めで

ある。 50年前に初めて巣引告かされれ

のである。

この鳥11非常に鈍化性のある Lので

最も顕著なのは羽毛であろう線.1を.

空色、紫‘J!K白.白.雲白、柿色、黒

(JjI(黒色〉がある。叉「ョロJ古橋ずろ

It一生課であzものふ初め一年位裸

で後に務毛を生ずるものさがある。こ

れの生すもる原因に就いて11二少の設が

あってー11血族繁殖に依るものさ他11

若告親に原因あろものさのごつでわろ

中島先生四回九9'i'I室憾に亘って良

殺について御認さる。全世界で良さ格

するもの111蔦稜あろが英の中我厨に

1130001J，.産するs

九州i ヨロ~)~デ.守ラスタマ t

) ')予¥ナグ宅宅 . lJ Iレマ 11'

b 

九州.四閤 Vマアヲ ν

九州四圏.琉球マ t)~ デ.コ

司巳 ν~. カラ

九州.琉球 V ヨウタヨウ Yヒ、ァ

カt:T・ νイSI. 唱ユウキユ守

bアフギ" -:i':t.守ドウマグヲ

マνzh"イヲ

九州.小笠原 ムラサキ イfJ"V イv

九9'i'I.小笠原.琉球 vイY'liI"マミノ
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Vヤヵ・守

九州、小笠原.四間 ダチムヲサキ

グカヲ

九州.四圏、琉球.小笠原 サラサ

ミナ~， .)、ナピラダカヲ

九州.墾若草 ス4ヂグイ

九州.四国.翠緑 A ヲサキ:11'1:. 

九9'1'1，琉様、 室樽サYマ"P7・h

ミミ昔・1:.，サヲサバテイ.カ

マアナゴ、マジ於-:11'1:.，カ

ノ、ヲ 11'1:.，ム 7~"" ダカ ラ

九州.小笠原、琉球.重罪事 P毛 γ

ヒ

小笠原.カサYヒ

琉球 7tl"Pl1'1:.， ョρ タゲ司、ヒ

メホデ J}'j]ラ，!J. ，))~ ヨ干、 エ

V ヨriナミシ'、ノ、 ヲダカラ， 1:. 

ナ)l'Iレ‘ミノ.Ao/カ 11，リウ

キ守アフイ.ヨ，.，~ d< ~ケ.アフ

ム11'イ.ミアアノメダカラ

小笠原‘琉球 1ウキコ・守タケ

草花王表.肇糠 ニ V キアマチ 7・4、.タ

11'ヤサ zノミナ y ， ~:::タ 夕 、

グロミナ0/，テ 'IJセヅブデ.

すエノグノ:11・1:.，守主 'IJサギ

ヤ~!7守:11' 1:. ， リ'IJテユノ. ホ

ラ:/1'1:. ，イトマキがラ l;!'ヨF

:11'ヒ

八丈島.小笠原‘琉球.童精華 ρ チ

ヂヤウダカヲ

11四+四国例曾【選別曾】

期日 昭和八年二月十四日

場所合併教室

題

1.開曾の館 幹事

2.金魚の飼ひ方 良三河野君

3. ~を虫夏主主

4.含言十報告

5.茶話舎

6.閉舎の滋

講演R書記

685 

日野先生

前幹事

幹事

河野君元来金魚11.プジキ 2年明の

図より波来し1:1，ので.人鴛淘汰の結

果色々の形のものた生じt:、鰭に極々

なものがあろ。叉尾の形に 11.三つ尾、

四つ尾等がある。叉一般の魚さ同様冬

期11.不活液で7-8月より食慾1J..増すも

のであろ。交尾産卵期IH-7月である

分げて利金()7キジ〉、 関銭〈ラ y チエ

-n、琉金(リユ守キ Y)で英中日目餓 11.

セ ，¥:'vが無〈て体が丸い、振り動がし

て滋ぐこさ及ぴ尾監書の長い二さで随別

が出来る。飼料生餌さ Lてlじが-

7ヲ.イトミミ メ.ミヂジョ、煉餌

?ーメ人宅チ.喜怒飯、難卵であって

Yーメ ν11.食慾の盛んな 9月頃にあ1:

へ呂、一度湯で股隠してからわれへる

多飯はこれもー皮煮てからやる。幼少

なさき 11.頭大量精成長 U:ら頭今分の

涯がよい。統水た告らひ.水11.青みれ

る7，loよ Lさし換水の必要がある。叉

夏11.注水の必要がある。

一.二月:十日に一回換水〈半量宛〉

三月:十日に一回換水〈一.二月よ

り-?S多目〉

四刃:~ (この頃微生物が俊生す1.:.¥
五月 !t¥叉交尾期である / 

大刃:Jlに二回位

七、八.九月:大自に一回〈注水I1.P.

M.5-4.) 

十一月:十日l二一回〈注水11.控へ目〉

十二月:-)3;::同様

病気11.水.食物、其他に依る。
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三主なるものは

目の腫れろ病一一;品会

務つまり一一健康なさ告糸の様に出 L

てゐるものが出ないもので.重tで出す

がよし、

子つ孟 リ一一

銭病一一除去する、初予ヨウ水でf告す

二さが出来る。

慣れるさ尾で健否が判る。

日野先生 さを虫瓦箪

支邪のLの11:Copdyceps Sinensis 

Sacc. である ‘ これら酒で飲むさ 1n~病

延命の効わりさ云ふ。日本産の もの11

4、原桃洞の著書に Lわる由。叉筑後地

誌、略に言E裁きれてゐる。日本のもの1:1:

成虫11カメム Vであるので和名らカメ

ム V タク Copdycepsnutaus Pat t云ふ

セ ミ パ ナさ云ふの I:I:~イニイ セ'3 のdllfl

につく 。少グ少 1J，h'守 y .， &-11: ~ ~ ミ

~~. ミにつ〈 。 英他。唱担&-さ U、ふの

11:ト タテゲモ!こっく Lのである。叉わ

りにも 出来ろ。

外閣にもあるが少U、。 1754年に隣に

待生Lてゐるのを鷲見 してこれに「蛾

続物」なる名もつげた。後に菌類の常

生であるこさがヂIjつれ。 Cordycepsの

ものさ Isaria;! 1'1:胞子日長代が 異なる

のである。

産地さして 1'1:福岡般入女苦!i矢部村が

有名である。準佼の標本，bここ の産で

ある。筑後地言者、略にあろ Lのもこれに

基いて撃名や附U:/'のである。宮崎

に も何れわる筈です。後~.I:I:6月乃~

11月です。 その谷主11マ 2レカメムジ科

カメ.1.y科.フクムミノ科など十五科に

亙って需生すろ。支邪の11:サナ ギ担&-

系のものである。

日本にはその産が頗る豊富であって最

L多いョ νlJy ヨ0/1'1:陛下の御苑集品

で、もで;者総符l'殿にあつれが、大震災

に失11れて今1:11;tt，v、。

曾計報告 幹事

昭和七年度¥).>'ヰ曾合計報Jdf

〈ー)J投入之背R

前年写|総高 27.5f5 q 

昭和六年度曾r~ 7.00 

者J附金 7.25 

早崎兄待附 5.00 

合誌質上 2.10 

昭和七年度曾1?t 61.00 

合計 109.90 

〈ニ〉支出之官官

頭苦字紙ラ Vヤ紙 0.57 

帳面代 0，20 

端議.切手 1.80 

離主主 0，40 

曾誌印刷費 90.00 

合 計 92.97 

〈三〉差ヲ|残高 16.93 

茶話曾 日高鷲君の竹の話、舎言者、の問

題1:就いて色色さ議論が出 t: 、 ~p刷機

や購入Lて謬校で印刷す る様にU:ら

さの設も出t:……日野先生

絡に山口:r.が韮持替の熊の皮込紹介しt:

組念撮影

ng和八年二月二十五日

校内陥i誉舗の束の芝生にて。

君事四十五回例禽

j明日 目前日八年四月二十五日

場所 合併殺室

題

1.大木の詩 日野先生

2.忍の見t:ó ~豊持母 良 三 苗 村 君
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3.語

講演世話E

浅野't生 の水牛の角の切ちれね謬 11荷物ちの

日野・先生;大木の話

a.ユー カリ 500尺もあっt:話

b.セコイヤ〈世界爺〉

イ Sequiagigantea 

ロ Secoia記 mpervrpens

等なさ・でさてつもない大暑い話l主力、り

あの米国の逃が木にっさ営ってその木

に穴ゃあげt:のLこのセヨイ ヤである

(英他大奇いこ さら表すt:めに色んな

話があつれ〉東京小石川植物周|こ 1.セ

ヨイヤがめって柑'8;・大木であろ。鹿児

島滋の大楠1:t69交であろが日 本最大の

犬木1!7丈3尺5寸。宮崎l¥liでl:t清武

八機襟の楠が大きい、叉杉でI!彬溌の

八村杉が大きい。

苗村君;~去の見t:翠糠

牛Ii:ホsν ス担イ y li:fft:I"に色の黒

いも ののみが育つ.豚l:tヨ -9'l'ヤ ー

Ii:育t:1:すバ -9'l'ヤ ーがよ〈育つ自

主産北市の美宛なろこさ Ii:貨にす1:1"らし

いLので枇f郊の並木が奨 l~ 'も のであ

ろ。 叉商'ifil:t内地人同志の商賓が主で

本島人吉 rt~ても競字が出来ね。翠南

Ii:植物が銭って来ろo高雄に 11....ヅゴ

一、キ目思紛が多い。叉飛行場γ8つ L

あろ ~ !jOr-.にl:t， 製粉令枇TZわって本

鳥人が多ド叉果物が大聖書多b、。

恒春も訪れれ c1~~~望誌の澄妥 11支郷

が蚤湾tJ:>領してゐ7':頃から最近忠世界

第一のものであっi:}これIi:支那本ニiて

から花尚岩か運んで作つれ Lのでわる

l&-小隊 1年間の水た下の方に貯えて

ゐる事が出来る由。I精査夜空で1:[ヤ毛リ

ヵ:鳴吾、干芝市又が歩告廻る。主主務人z

本島人さの言吉それiこ*牛の話らされt:

ぜて;奴た下ろさ告有効であるから、叉

この角の生え方iこ二種があ勺て.1由っ

てゐるものは組暴で.あまり的らさ'る

ものIi:iul.利である。

民議l"t，大体色彩が濃厚で、f本が小

さくなる。良窓.採集にL積々人が来ろ

が時に京染屋が来て参考にする三かで

採集U:りする由。

6月から 10Jjが採集!こよいのである

市街地に Ii:毒蛇.マラリヤ病の恐れl:t

無い。水間Ii:tザまで折って悶の草t.，.

取 ろの1:0

が.こ このご毛作l:t二毛作で

し内地に於げるー毛作 さ同 じ桜なJji

穫しかわが らねさのこ芝、如何に遂莱

米ら奨闘してい室・湾米ら作ろ傾向が

あろ。叉本鳥人l:t金らもうける芝公共

的にはあまり支出ぜす'寺や立てる。叉

時にパ スらねぎる者もある。 LかL感

心な こさにIi:老人をいれわる こさです

3t最土 1r主主/J.I.重彦蓮i悲 等1:1:fi蕗1平

集の;m地さしてよ い所t:。

茶話令

宮i率先生のつ l亡の御話、中島先生ー

の御話.日高:r.-め南那珂官s市木村の続

物の桜子葉他 ~wfi し蒋切宗室舟の話

7t荷台〈御話 Lわって、松原先生、'Jy 

4・fTの蛍初、今さ異って数人同好の士

が祭って午後等行11れてゐ1:さの話さ

ht:。
合況本自の含Ii:'t'I!こ従来稀なろl'$.令

て‘わっt:。人員が札の数に不足ゃっげ

こがL三人¢基盤な座り方で術l気の務な諸

;f"Iもあつれ桜花粉堂の若告嘘1:t:It.ち

幸子ろi貧苫の誌に皆-tl'!J平たかれむt11:

この主義舎か招き得t:のl:t宴1:諸先生

方の大聖警な御助た忘れて1-:'ならね。
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本日の出席総員資に百三十名てある o

前に後刊されてゐる本合誌新合員の

方に買って項い1:。一部25銭均一.重量

僅に2情。

奇弁信植物昆重量採集曾

昭和八年五万七自

主 催事 yヰ含

園祭曾

言E 日間r.1e利用し叉新入害者君の御案

内在来ねて国主基舎さ計りて上言Eの採集

た行つれ。

その日天気晴朗.IDiに11ゃ t空気11

冷め1:(.感ず る靭.汽車11常緑溺葉樹

干T続〈ヰ1た走って、菅井岳騨に到着。

宮様先生の御指導で。っさ熱〈すよっ1:

IJI路にか ~ J.，.こ iから虫1ei阜[)草や

求めて11上へさ上ろ。第一の時た越ぜ

11'~堂 11上下 Lて木 11左右に金々繁く

なって来る 。思ぴ思ぴに夫れ夫れの獲

物為探れるので方方に散る。南牟の木

陰 11キリ Vマエピヰの可憐な花がl咲き

みたれ.所々ギジリ ヨウ サウのロウ

の様な白い鱗L美 Lぃ。や iあって皆

下や流J.， ~ 小川lこ落ち合ふ.阪に空E食

たzf'げ1:連中も一緒に川に沿って道ら

下り餓栂ゃくく。って urし行〈、 f木む

にはもってこいの清流のほさりで哲ー食

犯念lこ潟~ら撮る、技師 11 ~ニ長友若

手写ぴ下って山キ越え鍛造に出ろ。胸に

っかへきうな所 もあって午の太陽11限

るい汗11容赦な 〈煩t..，鱒つ1:。かく

て炎熱|こ苦 Lみつ tも山頂の小道徳ぴ

に県書道に出て.際lこ蹄ろ。腕り 11悶休

で飾る 1人35銭也コ車中獲物品出 L合

つれれ乗客さ先談まじりに U:リす

る山の認も忘れ得ぬ若告日の思ぬさな

る二さであらう 。かくて 5月7日有主主

且面白い一日谷終つれ。

第四十六問例舎

期日 昭和i¥年五月二十六日

場所合併教室

題

1.談れZ食斑il別法 袋三野口君

2.~芸ヶ峯111塊椛物景滋良一吉江君

3.精米の詩 松尾先生

幹事推薦 〈補飲〉

茶話含

講演自書記

(都合に依って 2かう初め1:)

務ヶ主主さ 11長野般にあってス キーで

よく知られてゐる。諏訪湖の東北八ヶ

岳に隣する所にある。(さ大体の位置も

示して〉 先第一lこカA デの類の非常に

多いこさ.滋原芝原始林の里占在す る二

吉が面白いこさで.lA炭のある所11深

さ 8mもある所がある。車山の南lこカ

ラマクや植えれが麓の方11大きくなる

が上の方11/J、きい、カヤ 11夏期8月頃

m，白で原始林119月にな るさ紅葉する

十万絡に11雲が降る穫です。二のスキ

ー|こ 11.去年から一日 2.3千人為入れれ

叉五月迄にも溶げねJfrがあるが六万 に

なるさ絡が一商に出て来る。

植物さ してはミメナ九 グ王、 V ラ

カバ、 V yグ~~ミフ等があってこの山

11務b-峯の名にフサ 11しい務が多ν印

叉添気の多い山で頂上迄潟地植物があ

ろ。大月のとドに 11. サセ ンw.~ ~\I~テ

イク ロ等が出.鎌げ池のヒアフギ.ア

ヤメ .SI 'B少クソウの罰草子存があり.ヤ

ナギラ yl17月の終に 11全員開花する

叉 Vタスゲ.サギスゲ.の毛が綴って

C 86 ) 



7 v 7 vilJ<、てゐろの11美しb、。 ....y

ウド ヤマウド11鎌&l¥!!，浜原にあって

高きが高い 8JH包会11れる。叉部分的

に申ずさ ミ7:""&，十何種、鎌&池説草原

に 11 ヒノキ、ノリウ~ギ . Y ラカバ等が

める。 3mもあろもの存中心さして一

間一二問の直径で~iレヨク宅宅、 γ ユノ

ゲ.!!'.!Y:;>'1Iヤマドリセジマイ等の大君千.

落があって其E患のみI!常に歩告よい由

ゴバノクイ yゥのII半終116月一8月初に

全部開花 U:叉 6，7年に一回 tか一度

に咲かね.基の方11一本でミメゴケ の

中にあって投が出てゐ る。 ~/V' ョクモ

モ，1:.メ Vヤグナグ11この滋原全部に

汎って生育してゐる~ (古語リ‘花さ

群落|こ就いて諮っt:)叉動物で11マメ

Vミアミがゐて. 二れ11米般の牟分位の

Lので砂の中にゐろ。八島ク池に棲息、

Lてゐる。二の透1!7J<すげの中にffr々

穴がめって危険である。コ担ヌキ宅.

鎌ヶ池にあって浅い方のみにゐるさか

其他アクホ・ノソ守、ノヲウ少ギ， 7ユ

ノノ、ナ Y ヲピ等。

車山添原グロユリ 五十本ミメ

:!J'y)J 1坪 キヅバイ?守〈八重〉グ

ルマユリ

司自ミ 11投か地に並行して扱る7こめ横

から 11斜に見える朕i国さなる。 ~Il/，!)Þ

ゲ11岩の上に I!C)¥上りすホヤマ ννゲ

11香がよし、。コセ'Y担チバナ‘ b カグ

ノカブラ ，1:.カリゴケの生育地た指し

て説明される。車山に11ミヤマじゴタ

ィ、 ミヤマすy，'マキ ‘ゴゲジコーラ y 等

や見られる。

叉原始林に野火の入らぬ誇11石の中

の草た焼いてiZまろものであっ1.， 0 ~ 

Fレコケ毛宅、-:J~宅宅の話fJ，. UlJた琉
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らす人の様子や認されれ。次いで

野口君 題 Lて「談れる食毒菌

鑑別法」元来日本11菌の生育に遡する

ので従て業種類も多いのであるが.有

毒のも のさ食用にな zものさた見別げ

る法I!我図に遜常行11れている方法ら

のぺてみt:い。二れlこ11外観.臭象tll

B去に依るもので.我菌で11柄の所有E綴

，-割って見てスゲl二割れるもの 11有者主

之さ れてゐるが.撃術的に枝被のある

害事で I!無い。伊a>'~ðt~ . アカ ハ Y タ

ク11賀11もろいが食用さな ろ。 叉同族

のド'J>、~主ウ.ド P ぺ = タク 11有毒

である。縦にさげるものでも アセタヶ

なz・11有毒である。

一般に色が鮮かで、号室有しい色為曇

すzもの11毒菌の僚に考へられてゐる

LかL二れ11全般に遜用しない。 ドク

4 コタク等はそうであるが， 'Jラバリ

ヤ図11毒骨 u、が一般に無毒である。

苦言セ しい LのI!設も食つてはみないか

ら.毒で無いものでも奉さ考へられる

のt:'o'WIJさLてタマゴダク 11色I!毒セ

しν紅色であるが食用さなろ。叉ペニ

テジゲタク 11間違って会ふて死ぬ Lの

もがある。~バのあろもの 11一般I!毒

菌の絞に考へられておろがあてにI!な

らぬ L のである。~，バのない毒菌があ

る。叉同様臭気さニThカヲ味で11

別げるこさ 11出来ぬ。例へ11."コタマプ

テ3ノゲタケ 11.香も無いが毒菌であ る

スクポ y タ夕、カゴタ夕、リ Y ゴの臭

気があるげれどい慈呉7"，放っ Lの11

精液から出る。臭気11有毒事正怒さ I!全

身無掬係であろ。

キヌヵ・サタ歩、 ス少ポユノd<&等 I!中

撃校の教科舎に11毒菌さされてゐるが
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支IJs料理に用ぴて美味である。主主f也宇L

汁在含むもの11.一般に有毒さされてゐ

る僚だが.チチタヶ11.白手L汁ら含むに

もか iわらず煮て食ふさ淡白の味でよ

い味のもの.ヰパリクのあるもので L

毒菌zされてゐ ろ炉、以上の穏に我鴎

でl:t通俗的に行11.れてゐるが非科事的

で感情町迷信から行 l:tれておろ様化。

西洋で11.Silver spoon Test なるも

のが行はれてゐる.議:ろさ き銀の匙1<;>

入れておし黒星きするか否から以て試

すのであって、二れI:tDr調腐敗 Lてゐ

5さ告 11.蛋白質が硫化物になってゐる

から緊密するのであろから何等有筈簡

吉正苦言まiのこさに 11.金守雪f鞠係ffか只新

脅か見別げるに泊するのです。

ヲたに菌の臭気に ~X;\，、て申すしこれ

L人間11.常に主観的に見る ので剣別が

出衆ぬ」さ

酒精等lこE如、て咲史私刺殺するが;!t

f也について階級的に説明されれ。

松尾先生精米の 話改題米の没談

先今日食ふ米のtlU庖よりも圏家的食

物問題さして見るに日本の食物ざして

11うjCがよドの11.

1.地質

2.-定面l積多量i枚岩r~c第二位〉

3.殺域技術が容易であろ

の三思占でi'fに米 11我々の命の視です。

でこの名稽 L イヰ=命根 =飯根

さいふものであり ます。本論に 入り、

1.精米の歴奥

市111代音11玄米食.今より500年 前 加

藤清正の頃玄米であつれ，徳)J!l等代に

百姓の白米金禁止らな U:二さがある

が、元縁、享f来年間に白米の起原l:tわ

るt;w。

精白う*さすろさ果皮積皮、 f胡粉月手、

)j主芸問Zzなる。

3. i'，I，i続方法

原きの10-12%た耽けばよ いのど、

元来其の脱げる Lの1:z，ゃ、f来談作用

のLのであろから これた股くつ:11.摩擦

た必要さずろ。

4.)区芽米牟t5~米

完全に精白して Lかも!怒芽私有する

Lの、精自のさ告はよく j替の昔Kが獲さ

れる Lので.第一に継の方がへり次に

r¥1次に厚きが減ろ.日-26%

果皮のさき 11.糠が出 る、 糊~:lj府のさ

さ 11 多〈、法 11.~(夫々車1\が出 る。

石紛入りの倣黙さする所11、最EE白

i'i:の多いア可ユーロ YJ腎ら枕(， 

5.米の消費 告をま安から t.í~善方た予め

るに は

1.畿務の里占

2.高まる考る

3.係11カの黒占

1に就いて は 白米病の話.毒殺、

飲乏競等屯:・説かれ、2のl来1:1:玄米より

白*の方がよい、大体味さいふ Lの1:1:

品質、土i1.気候等に支配されろ。叉

n免生よりも早生

将端に大叉IV.!、のLのより L中程の

Lの

熱帯の産よ り~il短干伊産

それより7 経てよリ鵠粉芯入れる

こさが始まつ 。

2.米の性質

A 化撃的

B物理的

C組織的

でわってC(J:形.大小、 重さ 、比重.

馬IJ性等でわるが.これは精米の方にl:t
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あまり関係l"t無い殺打。

C. 組織的さ申す L の 11-~存関係があ

るからこれに就いて見zに

玄米

穀皮

果皮ー表皮、中皮.薬級府.縦

幸四W，

種皮一

服部

flI 

この中皮古代表皮のw.下にあって (中

果皮さも申す〉そ の下に業総R寄ら有し

成熟するさアメ色か黒!する。

縦細胞Ar
内果皮

管J伏細胞!符

内面表皮細胞

穏皮l"t三四府から成ってゐる。

H亙字L音fi7eA[に分けて

1.'fMI粉j符(ア qユーロユノ}菅)C蛋II旨〉

2.機紛暦〈純粋〉

古米より新米

砂賀石灰質よりも粘土地の米

糠よリ L紛の方が美味さされてゐる。

3.保存カr:就いてみるに

一英他の言E事浴田各すー

野2室其他鈴~展覧愈

主催 、~ノヰ、曾及ぴ園祭舎

期日 昭和八年六月三日

言巴

691 

最初の試み‘出品l"t各合員のタト.iJ皇

室からも大苦R出t:。

場所11事校の講堂の二階、事生 L先

生 L出品。

校内患竪大愈

揚所談堂

昭和八年大月三日

我リヅヰ含代表l"t幹事tIJ口氏

題11 ~態事的に見t: ろ聾憾の動物

第四+七回1Jllk'st

期日 昭和八年大月二十八日

場所合併教室

題

1.宮崎鰐都於君n村青山三財川に於~j

ろ3をの紹介 良二日高醇

2.艮痘:標本製作に就いて

)良二橋本君

3.翠野j、鳥坊主御来舎

)良三岩切芳郎

籾のイすいてゐるものは大豊島'k~、貯蔵 4.霧島山さ植物 主主藤先生

が利〈が偽織の進んでゐないものの方 I!l鰐E

が保存がよ U¥ で今日の Lのた今少し

黒い程度にするさ何かにつげてよ rの

1: 0 j'liJへて-'WIJf<，申すなら 11:

7分偽告に U:ら1年に同.200rA石.

一石30図さずるさ年6200{.誌悶の節約さ

なるさ申す者もある。

かくして阻筒の中に廻鱒するものか

一分 400回さして.5分一10分 L精白

し1:標本為遡わされ1:。

1.11中君の関舎の齢に始まり

1.日;蕗君

三財村さ都於者n村さの:tttであ る三財

川の退に於て、畿の大盤整に多〈珍しい

所があろ.中島先生さ共に行き調査致

しれも のや御紹介します。

日本で径の多い所さ されてゐる所l"t

数少所ありますが.宮崎地方で多いの

がこの三財川です、しかし今芯宣傍き
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れず.有名でなかっ1:のて・す。

最多いのが5月初日-27.8日.程に依

り叉土地に依ってtllろ時WJが奥;51，の

である。

滋氏~1"t2Ji家J主主よりも一週間位早い

さU、ふ。

ぐ地聞か揚げて地形の説明〕 二Lの

!後l"t好んでチゲミササ‘竹の類|こ止ま

z 。一分間に二十大回明滅い鳴いれ

こさには百四 L明滅しれ。

一回光るのに三秒差ド位の割、で何が

放に径がこの漫に多いかさいよ、芝、彼

等の脅楼な関係の カFエナの多い 二さ

に図る、こ iのカ Fニナ l"t?ドIrl;1こ多〈

てー升や二升l"t平気で取れる程l:'。

惑問l"t自分が光私有するから明る告

為好ます手、 暗い昔s分に入ってゐる。邸l

ち萎h1:草の中等に入ってゐる様1:'。

Hすに火の玉る作リ， '縫合戦らなす.批

淑の曲.ここの l"t源氏及ぴZ~家である

ここで鐙の~ß~紹介 し着生J/:Jt態為

示す.叉カ Pニナ私見ぜて、これに笥t

生するこさら説明しJ:。

闘の時代It:l週間J成虫の期間も 2

週間、卵から尚1:ろIl2m.m.で土に入

る頃l"t20m.m.翌年の腕の前になろさ

40m.m.位さな ';0

!{JJm("t需生するf:めにrJ諺が;頑丈で

脊部に各節に築色部がある。 一生光る

Lので卵幼虫、成虫さ光ろものであろ

成虫1:1:阻可等性口器でl腹部に焚色の昔日

があるがこ れが合1:1:二偲.♀l"t一個あ

ろ。

源氏1:1:4分 5厘で.清流に住む。

卒家1:1:2分8)j[で.汚水に L住むG

三財川 1:1:流水である。何のt:め|こ光る

か。

1.言語の作用

'o'が♀に近害子るさ♀か1量〈光る数回

s'V-l医して光ってから交尾する様1:'0

2.轡戒の作用

この光l工務のない光で所論 100%の

光であろ。

一 これ l "t ~f~ じτて間駆ら来1:'の こしてゐ

る。数多の事者が調ぺ1:。これが珍重さ

れれこさ 1:1:支那に Lわる。叉我2Ji安朝

時代よリ袋狩りたU:ものE様であ る

源氏l"t宇治に多い。

径l"t宮入具(日本住血吸虫ノ容主)，二

f!?生す Zが.宇治でl"tこの告をた探牧し

て口に入れてお告後一杯になってから

袋に入れる.これ1:1:決して毒に 1:1:なら

ねもので死んだ Lのl"t楽屋にて粉にL

て色セの楽にするのである。

産卵するのは替であって三種位わる

ミヤベゴナ， c ラサナダゴウ，~主他一種

2.楠本;g'

私l"t昆蕊採集か初めて.c，;人の参考

さして作'Ilw苦します。自選期1目l"t仮死の状

態にして三角紙1:入れるので膜麹自の

もの l"t十五日位農趨にか~ ，;， ~惣目

のもの1"t)J.Q麹l"tしてもしなくてもよい

仰やrr際の様にする採に注意 l11:り つ

げにしないこ芝、自書鈴目 l"t後麹の前絞

ら水2JiにL片側のみj員趨する Lのもあ

る.叉色の基盤色する Lの1"t11集め記載す

るのである.鞘遡目 l!i行の麹の基音[;1<.，

止める、直趨目{"t大暑いもら及ぴ!腹部

の柔rもの1:1:内臓や出してアルコー1レ

フす yν マ リ ジゐ?受ぜる綿や入h~。バ

少タ l"t側面から切ろ、目司角の長い Lの

l"t後の方に整理する。ナナフヨノの京日告

Lの11主主の心た入れる。
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重装式

カバーゲラス

紙

雲母一昔多〈用びられ1:.今修絡

に使用。

セルロイド板一最よいさ考へる。

糊 アラピヤゴム 11着色する.不易

糊.バ Jレサム 11毛が見え.ぬがプ νパラ

トに用びられかけてゐろ、 バルサムよ

リ乾燥が早い.タラカ νドゴム 111跡古老

後らす似が安い。重装式の紋11三角の

カが使利t:.。
3.岩旬]君

鳥の符1J?五つならぺて.1I憾の小島

に就いてさ極して話す。十姉妹さ 11野.

主主にない ものでー箱に入れて L舎はね

rrrから十姉妹さ名づけられれ。徳川時

代に作られれもので.飼ぴ方11最 L容

易なるものである。

累.一白地に票数、茶一白地1: ヲ~

白一純白、三毛一三毛混合

近時この研究盛さな山党天十姉妹三

いふもの Lわる。頭に四方lこ毛ら伸It

してゐ;5/，のであって更に、二重焚天

千代問実E天、巻毛が甚 Lいものです。

合♀別11~など 11外扱で見別げがつ 〈

がこれの合11ょくさえす'る.'6'の繋11

ピーさ優し<.♀の方11濁ってゐる。

自の色が黒目、茶目がめって茶目 11将

来失明する。搭餌烏で11.禾本科の b

X . キピ等で、箱111尺1寸xl尺2寸

〈被.高〉前日 1尺.叉前のみ網1J?凝る

LのLあろ由。

叉.¥t1J?飼ってゐろさ卵誘りなさ・が起

ろが.これ11石灰分の不足に依る Lの

である。(中田名〉

次に~持母スメメi工会♀同色でJもにく

693 

いものだ。

叉窒韓替の金j広之琉球の金!臨("!多少異

ってゐる様である。íJlJ窒聞の方 11 ~異色

苦Rがあろ。

銀腹11'6'♀別11慣れるさ外務Eでよい

が、毛色のぜい、のさ淡い Lのさで見glJ

げられろ。

縞金腹11黒さ初色さを混合した色で

十姉昧さ 1鳴聾11全〈同心其他の こさ

からしてもこれは十姉妹の原種さ考へ

られる。

銀燐マ νイ.ス可トラ原産、巣引

容易、'6'銀可脅さ♀十姉妹の Fl11生殖

無能力だが毛11銀鳴に似てゐる。

4.湯島山吉楢物遠藤先生

「主主 Lて一年の言者穏に射してであ

りますが」古前お告 Lて話きる。

湯島山さ申す Lの11-山でなく盟主峯

の群であるさて闘も示きれれ。

この山の特質さ申すなら It.

1.山の形が面白い叉小面積に火山の

多数集合さる等地質感的に面白い

2.火口湖の多いこむ御池.大混也

大鰭池.大観音池御池11熱帯淑

で他11皆寒'!!-;;湖。

3.天然組念物に富む こさ。

例 白鳥山の一部分、野線裳.狭

野紳祉の主主並木.{?!l法1曾。
4.原始林に富む。

緯園の西北、 夷守岳・な ε・最もそ の

代表的である。

5.植物生態的lこ面白い。二れの研究

場所さ Lてよし、。

6.歴史的。

天孫降臨11商臼杵の高千穂さされ

てゐるが.王子原1:1:紳武天皇御出

生の地さされてゐる。
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向温泉11成兇烏側|こ多〈、現在、こ

の山 11閤立公園である。

続物に就いて申す芝、

1.山麓農耕地 次 が 牧 場

2.上部 '沿線の潤葉樹

3. 中腹宅九アカ"""'~'落灘消葉樹

4. 1Aによって落葉i閤葉樹

5.猪木地帯 8合目ここは符i哨息:が

ある。

こtに11:ホソバノヤ q 戸内ヨ主宰あ

ろ。マイヅ tν サ守、 Pサアヂサイ .1二メ

ヨウ屯ワ、ダ中唱ジグサ守、アキノキ

リy サt;、 YlJ'Yヒ..，'タイ、 ))IlJ'Y1e

唱、などがあろ。

これ等の中で待に重要なろ Lの11、

ミヤ 可キ リゲマである。務烏金山に分

布してゐる。

新燃11!た口やめぐってミヤマ キリデ

マのみで最よい場rrrである。叉霧島111

2立の話題草11恐 らくこれの南限であらう

い変に綴島東紳祉の虎斑竹、 この

薗 11:日野先生に依て命名されれ。向湖

姫竹 Lその附近にある。其他に

杉並木、大幡の檎林 L有名である。

次に茶話舎に移つれが、宮潔先生の

「つ¥L;"Jの認があつれ。

出席者87人〈中卒業生1、先生5)

雰四十八回例禽

期日 昭和八年十月二十三B

揚所合併教室

題

1.減洲談 EE三寺尾君

2.!jsの話 音二山中主主

3.蜜柑の話 松原先生

6時今の議定の)9fJ見ーの運動曾際援

の練習で出席者が余リ少いので7s寺巡

待機、早い人1:気の毒、 こさ 1:定刻lこ

• q在日出席の北尾先生に申静なし。

競演略言E

請を洲談

先土猿11満餓民事試験場11í~素に

乏し〈不溶解性多〈、マゲヰ Vヤ粘者

性で、物理的に 11、使頁ならざれ共、

化撃的に 11頁好である」さ云ってゐろ

作物11土痩lこ支配される従っそれが異

なるにつれて北11、小夢、大豆、エユノ

ドウ、雨 I!~喜花生っ

二百年来の乾燥段業で作物で決定し

てゐる L、地表の型車需立たにかさねt誌に

努めてゐる@

機具等も良法 L、皆よq盛隠し1:/， 

ののみがの 二ってゐる様です。(米作

lこ就いて話 L減反案に論及 U:)瀦洲

国人11水に入るのも好ます殊に女子 11

甚いので鮮人の事業である。

日照時間11充分但温j支急激な聖書化の

1:め殆ε・北海道さ同様、叉6.7.8用の雨

量11充分c

1 石の生産~ 6闘43&聖 日本約21

阻00銭、税11地主、議、籾 l"lIj、作者~り

賃金 11男35~童、女20銭.牛一政1悶20銭

叉、上流さ云11.; .;階級11セイタクの

儲らつくすが、一方農民11十回でーク

H搬入浴支える綾な惨めな生活よ〈種

子島食ぴ泊こぴものや食ふが淡白な L

のL食ふ。

卵の言書

~!jß利用比較するさ(年〉

l明治40年(一入賞〉

大正 3年

大正13年

年

層の使用た比較するさ{沼め

15 

1u 

， 36 

40 
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カナ lJ' 313 

アメリカ 204 

イキ・リス 110 

用途

飲食応 25% 

工業用 10% 

一般用 30% 

1lt子実;他 35% 

構成成分

水分 82.27% 

m白質 3.39% 

脂肪 3.68% 

字L 糖 4 • .94% 

灰分 0.72% 

支郁ssより日本卵、大c!lsより小gsの方

がよ』、o;/j、卵11.卵黄が割合に大である

から。

ì~ 55 m.m x 40 m.m 

~Î童 55 gr - 80 gr (極少 30gr)

60gよリ大や大、 50gより小売F小、

;i'tの中間在中卵さいふ3

比重新卵 1.08 

異常卵

産卵后 1-3日 1.090 

10日1.072

208 1.053 

30日1.035

70-80日 1.000

1鐙形卵 5.主主胎卵 9.接線卵

.2.綬小卵 6.二重卵 10.反釣卵

3.軟殻卵 7.三重卵

4. ~ß白卵 8.三胎卵

卵の新w鑑別法

1.表面のj伏態

2.振って濁音の有無にて

3.水に入れて静止しれ場所角度に依

って

69g 

腐敗叉/1腐敗 Lかげてゐzの/1、投、

射して見ナ:~告~ぃ部が見え る 。

iii柑の詩

種類11

Citrus キ甘

Fortunlla 金柑

PODcirus 叔妓 '

原産地11支那か、南米プラ V'JVかでわ

bフ。

温リ'1'1蜜柑の原産地11雲州であろさ b、ふ

人もゐる。

支那のには種子があるが日本のには無

いで主主ふのかL知れぬ。

紹介|蜜柑/1 支那から*-1:ので、最

初熊本の小演に入り吹いで九州・lの次ぎ

に岡山に入つれ。

大分燃の大木、福岡県草の古木よ り

300-400年/1経1:二ささ推測出来るぜ

混州に就いての撃名 /1ロyヤ人及ぴ田

中長三郎先生の研究があろ。

米圏、支那に/1出来ぬ、叉E華北等O)C

はよくなU、。 これに 7系統わ勺て攻真

温子1'1さ云ふの/1伊木カ吉岡じで、果大

きく糖分多〈、騒が少い。

元原産f!ll賢烏さされてゐれが本嘗i工

大分である。これは

1.枝が膨れる

2.繋が縮む

3.油房が粗い

4.皮が務い

νふ械な4寺性がある。

ーたに/1北尾先生が果物のお諸島 Lて

アさつれ。 ~ 1.-

軍事四十九曾例愈

期日' 昭和八年十一Hニ十八日

場所合併敬室 Ju 
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題

1. 11山釜の埋木 樽i口君

2.磯村農場 者雪山先生

3.お話 北尾先生

4./j、息数種叉叉御3!ミ曾 宕切君

講演略言E

巡の文化た有するー闘の人間の事で

人種

民族

問民

の別、 仔tlぇIt'日本人さいへIt'民族11.異

ろが伺ー図民であり、米図民11.閤民11.

f山撃の埋木 ・ j 同じでL人種が誤る様な Lの。ロ Vヤ

越路山(fI山警の西〉佐伯山附近にあ j ドイ Y、ポーラ>-l"等の風俗の御誌の

って i 後、19\1図が余り中央集4~ にすデろが反

越路山 1 佐伯山 4大年寺111 2 釣に濁乙で11.地方分散で、底カがある

計 7の坑である。

人夫40人、女 8人(連機) 8時一生時、

一人で200貫一700賞、共lこ出 ';52.炭11

風呂用1貫4銭、一回分2.3買でよ U¥、

埋木11.52.炭のj腎の聞には さまれzの

t:.が、 厚さ 1尺-7.8寸、主に茶托、盆

床白布等1e作ろの採掘後一年位天井で乾

して後加工する。

出 しれ常時11.一貫 2銭1ftt::が市に出

すさき 11一日全i投量5000貫中埋木100

貨で、.20-'50重量〈愛〉さなる。ト νヰ，ν

式で繍ろか今佐伯山 11.つ告て了ってゐ

る。

磯村農場

色々さ員11ftしt:蛍日きのこさ及現況為

御認しの後、依鮎さして

1.非常にお互に移住者が!喧嘩する 、

音楽の不自由な放であら う。

2.移住者がよほど夏好な土地さ思って

*-て案に外れて惑い。

3.来る人 11.大低精跡的に妙な人が多い

定m夫制でない。

4.管理者 L利金本位に考へれIt'駄目1:'

さU、」、事えF詩され1:。

北尾先生

民族人類の御話の後、今日 11人種撃

的に 11純綿な人種11.無C、民族さ 11.共

さし、ふ事 1:'、叉~~トヲーが、天下や

取つれ常時の語、軍備の話、叉ユダヤ

人の性質、現状、習慣等た飼l話 L下さ

つれ。

そして要するに人間!!待I1互に、毛色

の男、つれ奴11燃ひなのにから、人種問

題11.未来永久に解決ゼず皇室に11.喧嘩さ

なるのが営り前なのだ 2

西洋人の横暴11.甚t:.激 しいのt:'カヘ

日本さ支那さはお互に聯絡ぜればなら

ぬのに、目玉事:11四面楚歌の聖書のJ伏態1:'

物質文明、科事、重喜術等11誼憾なが

ら我周よ リL西洋の方がすぐれてゐる

L かし日本精制1/1.会〈世界ーである。

z諮られ1:。
岩切君

才一スiラリヤ原産の錦草壁鳥、同 じ

〈尾長錦織鳥、及紙{語、背・紅鳥、カリ

フ肯 pレニヤ原産の牡丹蹴1百品、尾短 ，l;'タ

νィνョ、総色-E票牡丹盟島商品、襟策黒

，l;'主 νイy ョ。等に附いて面白〈菜の

1惨状、色彩、習性ル認されれ。

茶話舎で11.宮1率先生の棋峯近く lこ南

部の綾なよい景色の所の御紹介されれ

賞五十周記念繍曾

期日.昭和九年一月十三日午後一時

< 9生〉



場 所校友曾餓i法上

底

1.苦lぞのf市木

2.上野動物園見墜言E

講演略言E

詰問君

谷藤君

議定の岡原先生歓席の?こめ上二者の

次~.に松原先生に御話耳ic-Jrn CJI 、

次に幹事推薦

新幹事良二日高君・ 良一檎本君

林二大村君 畜ー中里子沼

被いて

宮様先生の御話

日高w君が新幹事の敏拶

ニIb尾先生の懐古談

秋吉先生の没談

四本先生の懐古談

松村先生の「糞J没談

日野先生の御話、合l こ ;y.\:~ 、ての移1I注

意、科撃論文の書 主方等の注意すぺ告

こさ亥.他年始，状の事等にまか、て御話下

さつ1:。
IIJ口京、次曾に曾言十報告かなすこさ

えE告げ食ら.~ろ。

講演

1.茶の押木

茶の原産l:t明らかでないが、我図lこ

初めて栽培きれ1:のl:t最i登で支那かι
{事え1:、叉1合の祭西も支那t'ら二れた

停H:へ、ねの尾に植えれ、こ れが字治

茶の初めさいふ。

繁殖法l:t色々ある中折木の1!l:験法

ZZ，仏土の三日史、;1<・ 'j7、銀砂浴用ひ、

性質上毎日溌水する、 季節に依って癒

合組織の出来方が異るし根の出方 も

色 あ々ろ。

量管根カ1:t5月一7月に折しれのが最よ

U‘。

691 

5月23日持しt:もので、 2月後4cm

3刃後に I:tlOcm以上の Lのもあつれ。

これは活者カ 100，%で

新しい形質。、優頁な形質た1舶をに

のこされる早〈苗が得られる。

等の長所がわz。

2.上野動物園見事詑

先づ同所の沿革te1i吉L

すホア.リグヒ、丹1質的、 家古馬、ウ

V ウマ、 γ マウマ、水牛、 1l~ 、北憾熊

すY トkイ、鹿の類、成、豹、ライ メー

ジ、 象、河馬、アチウミずメ、エジキ

人ピ、 P エ、ヤ ~jI' 之、ベ0/?rイン、

Uラ7，茶他に就u、て同君のft省中に

見開告し1:事の中夫れ夫れ食物.設備

習性等の話与しれ。

校内皐喜玉大曾

時期昭和八年十二月十六日

場所本校講堂

リy ヰ曾代表l:t }~二日高自主氏

題l:t r植物の精虫」軍事休、園芸基舎に

次いで第三位3

本年度出胤2者数

第四十五回 130人

第四十六回 90 

第凶十七回 85 

第四十八回 64 

第四十九回 98 

第五十回 57 

( 95 ) 



698 

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川l川l川11川111川11川|川11川11川11川l川|川11川111川11川|川11川11川11川11川l川11川111川l川l川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11 l 

編 輯 f変 ~E! 
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

宮崎リンヰ舎は本校に於げる最も古告書昼食ごして献に'OlJi雪も五十聞かillね、合

誌 L第八鋭に蓬 U:。ま二さに絡しν次第である c 今後さも最優最大の~舎さ L

ての聾替か理主ねゃう努力ぜればならね。

第八放の原稿 1:1:~長りが修i ろ よく、 編格子もその拐、否!こ憎んた lまさ・て・あった。 l恨

ら fれれ経費で 1:1:如何さも致 UM~し、ので、約十銭た次}))iに廻 さねばならなかっれの

1:t1ぜに遺憾であつれ。該耐の筆者・3者凡lこ深〈お詑や申上げます。

原稿の質!L 年ー均三さ自に見えて~くなるの 1:1:喜I"f し ν。本協に採餓され t:託事

から Jtても、何れも自己の体d験さ'I~験によるものであって、員克往のt成て・見 1:ゃう

な啓蒙論文弓コ焼直し論文が杉たひそめてしまっ1:。従って、何れ L金玉の文字℃

専門の撃者の参考に Lな4ぺ告設い論文IHl‘りでわる 3 将来1.!lfrくの如 くあ りれ

いものである。

本披から要銭欄Ie貫生げてみれ。 ltfr<の女日告穆術的寸報もlfF、有金なものさ考へろ

この欄へ L投稿 1...切~ずる a

最後に編輯子さしての希望た漣べきぜてν1:1n!1:し、。 l京総1aer.平見ずるさ兄舌

があまり多いやうに思ふ。科惑に 1:1:兄言 1 :1:不要である。 ~JへIt"、宮崎県議の紹介為

文首に長々さ迷べt:り、 *ll王子文の弓コうな探集認可E目線の序言に辿べ1:り、峨の研

究 1:1:著書術的に見て如何ださか~I[服やこれれリ、二の論女 1 :1: 1tfr ういふわげで思ひm

の深い L のださ言って図絞ら~f1tlJ加へ1: り、必要もないこさが省いてあろ.科書喜

論文に1:1:)1前んな宛言1:1:不必要である。ーたに気のつい1:の1:1:、無用のZ技能である。

斯んなつまらぬ論文が参考lこなれIt芸評であるさ書いてあるのもあつれが、つまら

ぬ論女なら It"mすlこ1:1:及ぶまし、。まれ、甚t:"不完全な Lので申謬ないさ者ぃ1:人

Lあるが、そんなに不完全ならば投稿に1:1:及11."ぬ答であ る。叉事名た認さ なかっ

1:のが幾念1::古書いt:人 Lあつれが、袋念なら 11."遠慮に1:1:2是lかコ、書いてtllぜIt

よいのである。此等1:1:皆無用の謝罪揮である。少〈さ L科事論交込合いt:ならば、

資任感さ見識にげに持ってゐて貰びt:いものである。

ヲたに、若:イ y 寺、赤&rt~lt決して用ひねやう にお顧する。執繁後の訂正も必ら

ず黒イ νキで願(;11:，、。赤.-1yキ私用びられる芝 、編精子が原稿J二lこ印刷上の指

示;ら舎告込むのに紛れ易〈て閉口する。原稿1:1:如何なる揚合に L赤 イゲキ 1:1:用ひ

ねものであるさ知ってE互いて裁き?汁、。

;次に、原稿の書き方もよく鼠伎の合誌た参照して正 しく 告i<弓コうにお顧する。

よド丁寧な原稿 1 :1: ε"I'lt:'~J続編上の手間が省げるかわからね。叉、 ~P !ilUílをもずっ

さJ:l~くなるのであるから、 是非この鮎 1 :1:忠臣E して置きれい。

( 96 ) 
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長々 Z編輯子の不卒Ie述べ1:が、諸兄 L亦編純子に劃して御不卒があるこさで

あらう。それ 11遠慮なく幹事に申出ていれ1:'~1:~ 、。よりよい舎さ曾誌やつくる

1: めにお互に努カして行き 1:~、さ 考へてゐる 。

当'E~と捌く l こ苦言って、諸凡の健康さ舎のl妥昌 1è祈って0 まなし、。

〈昭和九年一月十五日編輯子宮ID

'1引111川11川11山11川11川11川11川11川11山11川11川11川1日川11川11川11川l川l川山11川i日川11川l川11川l日川111川11川11川11川111川1川11川11川11川11川l川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11 l 

投 稿 規
p晶 .

A 
l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川|川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川111川1111川11川l日川11川11川11川111川111川11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11附111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 ! 

1.生物製に関係わる論文で、猫.tiIJ的なものであるこミ。

2.生物に関係あろ潟英、スクアチの類 L歓迎する。

3.論文中の持闘11.必らず墨書のこさ 。

4.仮名 11卒仮名、外圏誇11原詩i叉11片仮名誉のこさ。勤続物名11片仮名告が

都合よし、0

5.論文11本曾規定の原稿用紙に三日:くこさ。

6.紙上匿名 11許さない。 1必らず科年姓名や明記するこさ 0

7.原稿の取捻11幹事にー・任のこさ。

8.原稿i2t附先l工、宮崎高等位林事校宮崎 1)ν イ、含編締官官宛のこさ。

く :)7 ~ 
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